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は
じ
め
に

一
九
三
七
年
七
月
七
日
の
芦
溝
橋
事
件
に
よ
っ
て
、
全
面
的
な
日
中
戦
争
の
突
人
と
な
り
、
関
内
に
日
本
軍
占
領
地
は
拡
大
さ
れ
た
。

そ
し
て
蒙
彊
・
華
北
・
華
中
南
に
各
々
一
億
儲
政
権
が
樹
立
さ
れ
る
。
蒙
彊
で
は
三
七
年
九
月
に
察
南
自
治
政
府
、

一
O
且
に
晋
北
自
治
政

府
と
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
の
設
立
を
み
て
、
こ
れ
ら
三
自
治
政
府
の
重
要
事
項
の
権
限
の
委
譲
を
受
け
た
蒙
彊
連
合
委
員
会
が
、
同
年
一

一
月
に
出
現
し
、
蒙
彊
占
領
地
の
行
政
に
当
る
。
華
北
で
は
三
七
年
一
二
月
に
臨
時
政
府
が
、
華
中
南
で
は
翌
年
三
月
に
維
新
政
府
が
樹

立
さ
れ
た
が
、
正
兆
銘
に
よ
る
中
央
政
府
樹
立
の
気
運
の
中
で
、
一
ニ
九
年
九
且
に
蒙
彊
の
三
自
治
政
府
と
曲
家
彊
連
合
委
員
会
は
合
同
し

て
、
豪
古
連
合
自
治
政
府
に
転
じ
、
そ
の
後
四

O
年
三

A
に
南
京
に
正
政
権
が
中
央
政
権
と
の
撰
態
を
装
い
樹
立
さ
れ
る
や
、
臨
時
政
府

は
華
北
政
務
委
員
会
と
な
り
、
維
新
政
府
は
解
散
し
、
記
政
権
に
吸
収
さ
れ
た
。
し
か
し
託
政
権
出
現
後
も
、
蒙
古
連
合
自
治
政
府
と
華

北
政
務
委
員
会
は
託
政
権
か
ら
半
独
立
の
状
態
を
続
け
た
。
そ
れ
は
占
領
地
日
本
軍
隊
の
縞
成
区
分
ば
か
り
で
な
く
、
占
領
地
流
通
通
貨

と
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
占
領
地
に
は
保
偏
政
権
の
行
政
地
域
別
に
発
券
銀
行
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
蒙
彊
銀
行
会
一
七
年
一
一
月
設
立
)
を
は
じ
め
と
し
て
、

華
北
に
中
国
連
合
準
備
銀
行
(
三
八
年
二
月
設
立
、
以
下
連
銀
と
略
記
)
、
維
新
政
府
下
に
華
興
商
業
銀
行
合
一
九
年
五
月
設
立
)
お
よ
び
託
政

権
下
に
中
央
儲
備
銀
行
(
四
一
年
一
月
設
立
、
以
下
儲
備
銀
と
略
記
〉
が
出
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
銀
行
券
を
発
行
し
た
。
た
だ
し
華
興
商
業
銀

行
は
儲
備
銀
設
立
と
と
も
に
発
券
権
を
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
華
中
南
で
は
日
本
政
府
紙
幣
と
し
て
円
建
の
軍
票
が
三
七
年
一
一
足

よ
り
流
通
を
み
て
い
た
。
蒙
銀
券
・
連
銀
券
は
当
初
よ
り
日
本
円
と
等
価
で
発
行
さ
れ
、
こ
れ
は
敗
戦
ま
で
続
く
。
儲
備
券
は
当
初
国
民

政
府
側
銀
行
券
の
法
幣
と
等
価
で
流
通
を
開
始
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
突
入
後
の
在
来
法
幣
の
回
収
を
含
む
儲
備
券
一
色
化
工
作
が
、
四



二
年
五
月
以
降
筆
中
南
占
領
地
で
強
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
儲
備
券
は
法
幣
と
の
リ
ン
ク
を
断
ち
、
儲
備
券
一

0
0円
H
日
本
円
(
軍
票
)
一

入
円
で
固
定
し
て
、
日
本
円
に
リ
ン
ク
し
た
。
そ
し
て
儲
備
券
ほ
軍
票
の
役
割
を
も
引
き
受
け
る
。
こ
う
し
て
蒙
銀
券
・
連
銀
券
の
日
本

円
と
の
等
価
リ
ン
ク
と
儲
備
券
の
一
八
円
の
固
定
相
場
で
の
リ
ン
グ
の
完
結
に
よ
っ
て
、
関
内
占
領
地
通
貨
制
度
は
一
応
完
成
を
み
る
。

こ
の
固
定
相
場
で
占
領
地
通
貨
を
臼
本
円
に
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
事
態
改
敗
戦
ま
で
、
形
骸
化
を
深
め
た
が
、
ち
も
続
く
。

し
か
し
固
定
相
場
の
円
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
た
も
の
の
、
占
領
地
に
お
け
る
主
と
し
て
草
需
関
係
の
巨
額
の
出
費
が
強
行
さ
れ
た
た

め
、
日
本
と
占
領
地
と
の
聞
に
激
し
い
物
価
軍
離
が
生
じ
、
そ
れ
は
貿
易
・
貿
易
外
収
支
に
重
大
な
障
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
弥
縫
す
る

た
め
に
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
肉
決
済
に
各
種
調
整
料
や
特
別
円
制
度
が
動
員
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
政
策
効
果
に
は
限
界
が
あ
り
、
よ
り
包
括

的
な
貿
易
調
整
策
と
し
て
、
四
三
年
四
月
に
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
(
以
下
、
為
交
会
計
と
略
記
)

が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
七
月
に
開
業

す
る
交
易
営
団
が
為
交
会
計
の
主
た
る
貿
易
実
務
担
当
機
関
と
な
り
、
商
余
の
貿
易
続
制
機
関
と
と
も
に
、
高
物
価
地
と
の
聞
の
輸
出
差

益
と
輸
入
差
損
と
を
為
交
会
計
に
帰
属
さ
せ
る
。
こ
の
特
別
会
計
は
占
領
地
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
対

占
領
地
貿
易
を
円
滑
に
推
進
す
る
と
い
う
、
戦
時
物
資
動
員
に
必
須
の
課
題
を
財
政
的
に
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
太
平
洋
戦
争
期
統

制
経
済
の
注
目
す
べ
き
一
形
態
で
あ
る
営
団
制
度
は
、
主
と
し
て
資
料
的
制
約
か
ら
研
究
が
遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
大
規
模
の

交
易
営
団
が
担
当
し
た
貿
易
統
制
業
務
と
表
裏
を
な
す
為
交
会
計
の
設
置
と
運
用
を
検
討
し
、
太
平
洋
戦
争
期
の
中
盤
以
降
の
、
関
内
占

領
地
物
価
騰
貴
と
円
ブ
ロ
ッ
ク
の
固
定
相
場
堅
持
が
も
た
、
り
し
た
困
難
な
貿
易
調
整
策
の
顛
末
を
明
ら
か
じ
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で

あ
る
。な

お
蒙
銀
券
流
通
が
敗
戦
ま
で
続
い
た
蒙
彊
占
領
地
と
、
敗
戦
ま
で
寧
票
流
通
の
続
く
海
南
島
・
香
港
は
、
本
稿
の
視
野
の
外
に
あ

る
。
前
者
は
華
北
の
一
一
地
域
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
調
整
操
作
に
お
け
る
対
華
北
収
支
と
の
分
離
が
困
難
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
役
者

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

一
八
九
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九。

は
軍
政
が
続
き
、
為
交
会
計
の
対
象
外
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

(

1

)

関
内
占
領
地
通
貨
制
度
は
、
日
中
戦
争
突
入
か
ら
、
四
二
年
五
月
以
降
の
最
終
的
な
形
態
に
到
達
す
る
ま
で
、
か
な
り
複
雑
な
展
開
を
み
せ

る
@
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
石
末
士
口
『
覚
書
終
戦
財
政
始
末
』

ω
「
戦
費
の
調
達
と
外
地
銀
行
」
(
六

O
年
)
、
桑
野
仁
『
戦
時
通
貨
工
作

試
論
』
(
六
五
年
)
、
日
銀
調
査
局
『
図
録
日
本
の
貨
幣
』
附
「
外
地
通
貨
の
発
行
川
」
(
七
四
年
)
、
拙
稿
「
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
中
国
占
領
地
の

通
貨
金
融
エ
作
」
(
浅
田
喬
二
一
編
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
中
国
』
(
八
一
年
)
所
収
)
が
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
ω

軍
票
一
と
現
地
通
貨
調
達
に
関
し

て
は
、
大
蔵
省
財
政
史
編
集
室
『
昭
和
財
政
史
』
川
「
臨
時
軍
事
費
」
(
五
五
年
)
が
、
ま
た
日
本
と
の
貿
易
や
為
替
に
関
し
て
は
、
同
同
「
国
際

金
融
・
貿
易
」
(
六
三
年
)
ゃ
、
高
石
末
吉
『
為
替
波
澗
の
四
十
年
』
(
七
五
年
)
が
詳
し
い
。
占
領
地
通
貨
に
関
し
て
は
、
桑
野
仁
「
中
国
占
領

地
に
お
け
る
日
本
の
貨
幣
金
融
政
策
」
(
金
融
制
度
研
究
会
『
中
国
の
金
融
制
度
』
(
六

O
年
)
所
収
)
、
渡
辺
佐
平
他
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
』

附
「
銀
行
」
(
六
六
年
)
、
小
林
英
夫
『
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
形
成
と
崩
壊
』
(
七
五
年
)
、
大
竹
慎
一
「
戦
時
円
系
通
貨
と
地
域
決
済
」
(
『
金
融
経

済
』
一
六
五
・
六
、
七
七
年
一

O
月
)
も
関
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
多
田
井
喜
生
編
『
続
現
代
史
資
料
』
叫
「
占
領
地
通
貨
工
作
L

(
八
三
年
〉
が
体
系
的
情
報
を
提
供
し
て
い
る
@

(

2

)

為
交
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
同
「
国
際
金
融
・
貿
易
」
で
、
交
易
営
団
と
絡
め
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
能
は
「
交

易
営
団
の
交
易
上
生
ず
る
価
格
差
益
お
よ
び
差
損
を
プ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
(
五
六
五
頁
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る

Q

だ
が
特
別
会
計
歳
入
歳

出
の
検
討
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
交
易
営
団
設
立
に
関
し
て
は
「
一
元
的
な
貿
易
の
国
家
独
占
が
成
立
し
た
」
(
五
六
四
頁
〉
と
み
て
い
る
が
、

一
元
的
と
す
る
に
は
他
の
貿
易
統
制
機
関
の
併
存
か
ら
み
て
過
大
評
価
で
あ
ろ
う
し
、
営
団
の
委
託
貿
易
も
含
み
、
ま
た
国
営
貿
易
そ
の
も
の
と
も

違
い
、
こ
れ
を
「
国
家
独
占
」
と
す
る
な
ら
、
敗
戦
後
占
領
期
の
国
営
貿
易
時
期
こ
そ
、
よ
り
「
国
家
独
占
」
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
為
交

会
計
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
同
制
「
会
計
制
度
」
(
六
六
年
〉
と
大
蔵
省
百
年
史
編
集
室
『
大
蔵
省
百
年
史
』
下
(
六
九
年
)
が
あ
り
、

簡
略
に
制
度
的
概
観
を
与
え
て
い
る
@
こ
れ
以
外
に
は
前
掲
『
覚
書
終
戦
財
政
始
末
』
川
「
占
領
期
に
発
生
し
た
対
米
債
権
・
債
務
」
(
六
二
年
)
、

同
凶
「
終
戦
後
の
輸
出
入
貿
易
と
決
済
」
(
六
四
年
)
お
よ
び
大
蔵
省
財
政
史
室
『
昭
和
財
政
史
終
戦
か
ら
講
和
ま
で

l
』
川
「
歳
計
川
」
(
八

四
年
)
が
、
敗
戦
後
の
貿
易
資
金
特
別
会
計
へ
の
移
行
の
中
で
言
及
し
て
い
る
@
な
お
前
掲
拙
稿
で
も
戦
時
貿
易
調
整
制
度
と
し
て
、
為
交
会
計
が

は
た
し
た
役
割
に
つ
き
関
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
設
置
経
緯
や
運
用
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。



太平洋戦争期の通貨物価

銀 行 券 残 高 卸売物価指数

日銀券 i 連銀券 ( 儲備券 東京|北京 1 上海

100万円 1100万円 l10億円 37.6・ 0136平均 :0i136平均:
1001 100 

39. 12 458 131 261 342 

42. 6 5，545 937 1.2 149 645 2，575 
12 7，149 1， 581 3.5 150 817 3，399 

43. 6 7，364 1，949 9. 1 158 1，184 6，556 
12 10，266 3，762 19.2 163 1，382 11，066 

44. 6 12，323 5，995 38.4 175 2，156 22，923 
12 17，746 15，841 137 185 4，622 94，170 

45. 3 20，526 27，836 245 192 

8 40，300 132，603 2，697 226 

表 1

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

北京・上海物価44年12月の数値は11月のもの。

安藤良雄編『近代目;本経済要覧~ 75午.137頁。

日リ

史

日
本
と
関
内
占
領
地
と
の
物
価
差
は
、
コ
一

0
年
代
末
に
明
確
に
現
れ
て

い
た
。
三
六
年
平
均
を
一

C
Cと
す
る
卸
売
物
価
指
数
は
、
三
九
年
一
二

月
で
北
京
二
六
一
、
上
海
三
四
二
と
い
う
騰
貴
を
示
し
て
い
た
(
表
l
、

以
下
の
物
価
指
数
引
用
も
同
様
)
。
華
中
南
で
は
、
軍
票
と
法
幣
と
の
聞
の
変

動
相
場
で
、
ま
だ
日
本
内
と
華
中
南
と
の
物
価
差
が
調
整
さ
れ
え
た
が
、

連
銀
券
と
日
本
円
と
が
パ

i
リ
ン
ク
し
た
華
北
に
対
し
て
は
、
強
い
輸
出

促
進
要
因
と
な
っ
た
。
か
か
る
物
価
差
益
を
求
め
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
輸
出

が
急
増
し
た
た
め
、
一
一
一
九
年
九
月
に
商
工
省
は
「
関
東
州
、
満
州
国
及
中

華
民
国
向
輸
出
調
整
ニ
関
ス
ル
件
」
(
同
年
商
工
省
令
第
五
三
号
)
を
公
布
し

た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
華
北
向
輸
出
抑
制
策
で
、
同
月
に
東
亜
輸
出
入
組

合
連
合
会
が
発
是
し
、
輸
出
業
者
か
ら
の
輸
出
留
保
金
の
徴
収
を
開
始

し
、
逆
に
輸
入
業
者
に
は
輸
入
補
償
金
を
支
払
う
も
の
と
し
て
、
貿
易
価

格
調
整
に
着
手
し
た
が
、
現
実
に
は
輸
入
補
償
金
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

ず
、
輸
入
促
進
効
果
は
薄
か
っ
た
。
貿
易
調
整
料
吸
収
機
関
は
い
く
つ
か

存
在
す
る
が
、

四
一
年
一
月
の
興
亜
院
決
定
「
調
整
料
吸
収
ニ
関
ス
ル

九
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件
」
で
さ
ら
に
外
地
で
の
徴
収
を
開
始
し
、
先
述
の
東
亜
輸
連
の
他
に
、
華
北
の
中
央
物
資
対
策
委
員
会
(
三
九
年
二
月
設
立
)
と
華
中

南
の
中
支
那
軍
票
交
換
物
資
配
給
組
合
(
三
九
年
八
月
設
立
、
以
下
軍
配
組
合
と
略
記
)
が
主
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
た
だ
し
軍
配
組
合
の
扱

っ
た
の
は
軍
票
交
換
用
物
資
で
あ
り
、
他
の
貿
易
詞
整
機
関
の
扱
っ
た
一
般
物
資
で
は
な
い
。
特
に
連
銀
券
地
域
へ
の
輸
出
が
日
本
の
外

貨
獲
得
と
な
ら
ぬ
た
め
、
そ
れ
が
調
整
料
の
賦
課
を
通
じ
て
、
政
策
的
に
抑
制
さ
れ
た
と
い
う
側
面
も
見
逃
ぜ
な
い
。
な
お
調
整
料
率
は

品
目
ご
と
に
決
定
さ
れ
、
四
一
年
末
で
最
高
一
入
割
・
最
低
一
割
で
、
三
!
四
割
が
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
四
一
年
に
日
米
関
係
は
急
速
に
険
悪
と
な
り
、
貿
易
統
制
は
、
開
戦
が
予
想
さ
れ
る
た
め
一
層
強
化
さ
れ
る
。
四
一
年
五
月

に
「
貿
易
統
制
令
」
(
同
年
勅
令
第
五
八
一
号
)
が
公
布
さ
れ
、
同
年
九
月
に
「
重
要
団
体
令
L

(

同
年
勅
令
第
八
一
三
号
)
に
基
づ
き
、

一
二
月

二
四
日
に
貿
易
業
が
統
制
会
指
定
を
受
け
(
同
年
商
工
省
告
示
第
一
三
二
六
号
〉
、

翌
年
一
月
に
東
亜
輪
連
・
貿
易
組
合
中
央
会
・
南
洋
貿
易

会
お
よ
び
商
工
省
貿
易
局
の
一
部
が
統
合
さ
れ
、
貿
易
統
制
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
商
工
省
主
管
の
貿
易
業
は
、
同
統
制
会
傘
下

と
し
て
参
集
し
、
品
目
別
統
制
に

従
事
し
た
。
貿
易
統
制
会
は
買
取
貿
易
に
直
接
従
事
せ
ず
、
輸
出
入
許
可
と
調
整
料
の
受
払
を
お
こ
な
え
~
。
四
二
年
七
月
に
は
各
種
調

整
判
を
横
浜
正
金
銀
行
(
以
ア
正
金
と
略
記
)
に
一
括
預
金
し
、
調
整
料
の
統
合
的
運
用
が
意
図
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
調
整
料
操
作
は
戦
時

に
五

O
余
の
輪
出
入
調
整
機
関
(
日
本
貿
易
振
興
会
社
・
日
本
綿
糸
布
輸
出
組
合
・
日
本
護
諜
輸
入
組
合
等
)

物
資
確
保
の
た
め
の
輸
出
抑
制
・
輸
入
確
保
策
に
他
な
ら
な
い
が
、
他
方
華
北
に
お
い
て
は
調
整
料
徴
収
と
同
時
に
、
そ
し
て
華
中
南
に

お
い
て
は
四
二
年
五
月
以
降
に
成
立
す
る
儲
備
券
一

C
O円
日
日
本
円
一
八
円
と
い
う
聞
定
相
場
の
採
用
と
同
時
に
、
そ
の
日
本
対
関
内

固
定
相
場
の
実
質
的
修
正
を
も
意
味
し
よ
う
。
し
か
も
調
整
料
操
作
は
変
動
相
場
制
の
如
き
柔
軟
性
を
欠
く
た
め
、
そ
の
調
整
機
能
に
限

界
が
認
め
ら
れ
た
。

次
に
華
中
特
別
円
に
つ
き
行
論
上
言
及
し
て
お
く
。
四
一
年
七
月
の
英
米
対
日
資
産
凍
結
を
前
に
し
て
、
占
領
地
発
券
銀
行
の
連
銀
・



蒙
撞
銀
行
・
満
州
中
央
銀
行
(
一
一
三
年
六
月
設
立
)
は
同
年
四
月
に
、
ま
た
儲
備
銀
・
華
興
商
業
銀
行
は
六
月
に
各
々
保
有
外
貨
を
正
金
に

売
却
し
、
正
金
東
京
支
屈
に
各
々
特
別
円
勘
定
を
開
設
し
た
。
正
金
の
買
取
っ
た
外
貨
は
上
海
自
由
為
替
市
場
で
売
却
さ
れ
て
法
幣
に
転

換
さ
れ
、
そ
の
法
幣
資
金
は
華
中
特
別
円
と
し
て
対
日
輸
出
に
利
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
四
一
年
七
月
二
二
日
の
大
蔵
省
為
替
局
遇
牒

「
対
支
外
国
替
為
取
引
ニ
関
ス
ル
件
」
(
殻
為
総
第
八
七
八
二
号
)
で
、
正
金
上
海
支
底
は
、
従
来
の
日
本
・
華
中
間
軍
票
決
済
の
他
に
、
新

た
に
日
本
向
輸
出
に
限
り
特
別
円
為
替
買
・
法
幣
払
出
を
開
始
し
、
そ
し
て
法
幣
対
特
別
円
相
場
を
実
勢
に
近
づ
け
、
華
中
対
日
輸
出
を

促
進
し
た
。
こ
の
実
績
と
し
て
、
四
ニ
年
四
|
一
二
月
に
三
ニ
、
九

O
六
千
円
の
正
金
に
対
す
る
補
償
金
支
出
が
な
き
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
棉
花
が
一
七
、
六
五
二
千
円
で
最
も
多
く
、
他
に
桐
泊
・
棉
実
・
乾
燥
卵
等
が
あ
り
、
計
一
六
品
目
と
も
農
産
物
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
に
四
二
年
五
月
以
降
の
儲
備
券
に
よ
る
法
幣
全
面
回
収
が
強
行
さ
れ
、
法
幣
対
特
別
円
決
済
は
儲
備
券
対
特
別
円
決
済
に
転
じ
た
。
こ

の
操
作
は
、
輸
出
時
点
で
儲
備
券
建
F
O
B
上
海
単
価
と
、
日
本
単
価
よ
り
逆
算
し
た

F
O
B
上
海
単
価
よ
り
、
品
目
別
為
替
相
場
を
逆

算
し
、
そ
の
相
場
で
儲
備
券
を
払
出
し
、
そ
こ
に
発
生
す
る
一
八
円
固
定
相
場
と
の
為
替
差
損
が
正
金
に
補
償
さ
れ
る
。
補
償
を
受
け
た

逆
算
相
場
は
、
輸
出
時
点
の
価
格
と
品
目
に
よ
り
か
な
り
の
開
さ
が
あ
り
、
三
-
五
円
と
一
五
・
七
円
の
間
に
あ
つ
や
)
こ
の
儲
備
券
対

特
別
円
為
替
相
場
の
設
定
は
、
上
海
財
務
官
事
務
所
が
お
こ
な
い
、
こ
の
取
引
に
よ
り
生
ず
る
正
金
為
替
差
損
は
、

為
替
損
失
補
償
ニ
依
ル
予
算
外
国
庫
ノ
含
」
と
し
て
引
受
け
た
。

一
般
会
計
が
「
外
国

以
上
の
よ
う
に
占
領
地
と
の
名
目
的
な
固
定
相
場
の
維
持
の
弥
繕
策
と
し
て
、
調
整
料
受
払
と
特
別
円
為
替
相
場
の
操
作
と
い
う
両
途

が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
調
整
機
能
は
未
だ
脆
弱
で
、
そ
の
財
政
的
支
援
も
限
ら
れ
て
い
た
。

(
1〉

(
2〉

と
の
経
緯
の
詳
細
は
さ
し
あ
た
り
前
掲
拙
稿
参
照
e

幸
中
に
関
し
て
は
前
掲
大
竹
論
文
を
参
照
。

こ
の
聞
の
日
本
の
外
貨
政
策
は
原
朗
「
日
中
戦
争
期
の
外
貨
決
済
」

ωー

ω
(『
経
済
学
論
集
』

七
二
年
四
|
一

O
月
)

が
包
括
的
に
論
じ
て

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

一
九
三
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い
る
@

(

3

)

営
団
経
済
研
究
会
『
交
易
営
団
の
使
命
と
活
動
』
、
四
四
年
、
一
七

i
二
一
頁
。

(
4
)
E
金
「
毎
半
季
為
替
及
金
融
報
告
」
、
四
二
七

l
二
九
頁
(
日
銀
調
査
局
『
口
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
側
、

t
o年)。

(

5

)

正
金
上
海
文
庖
は
法
幣
の
単
な
る
保
有
に
止
ま
ら
、
ず
、
金
塊
等
へ
の
積
極
的
逼
用
に
よ
り
、
為
替
リ
ス
ク
の
回
避
が
求
め
ら
れ
て
い
た
ω

大
蔵

省
為
替
局
は
「
法
幣
資
金
ノ
運
用
ニ
関
シ
横
浜
正
金
銀
行
一
一
命
令
ノ
件
」
(
四
一
年
七
刀
一
一
一
一
日
蔵
為
第
八
七
八
一
号
)
で
、
「
取
得
法
幣
ハ
其
ノ

前
途
極
メ
テ
不
安
定
ナ
ル
ヲ
以
テ
従
一
一
之
ヲ
保
有
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
金
塊
ノ
買
入
其
ノ
他
適
当
ニ
運
用
シ
政
府
ノ
負
担
ヲ
可
及
的
軽
減
ス
ル
要
ア
ル
」

と
指
示
し
て
い
た
(
前
掲
『
統
現
代
史
資
料
』
凶
「
占
領
地
通
貨
工
作
」
に
収
録
Y

(

6

)

大
蔵
省
外
資
局
「
為
替
交
易
調
整
」
、
四
三
年
一
月
号
第
八
一
議
会
参
考
書
』
)
。
な
お
一
一
品
目
に
お
い
て
は
、
微
額
だ
が
為
替
差
益
が
発
生
し

て
い
る

Q

(

7

)

四
一
年
三
月
五
日
公
布
の
「
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ヘ
キ
契
約
二
関
ス
ル
件
」
は
、
対
中
国
に
限
ら
な
い
外
国
為
替
全
般
の
損
失
補
償
と

し
て
、
総
額
五
億
円
の
枠
を
設
定
し
、
翌
年
二
月
二

O
日
公
布
の
そ
れ
は
、
枠
を
一
五
億
円
に
拡
張
し
て
い
る
@

2 

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置

ω特
別
会
計
設
置
方
針
決
定
経
緯

固
定
相
場
制
の
維
持
と
占
領
地
物
価
騰
貴
の
矛
盾
を
弥
縫
す
る
先
記
の
詰
策
が
投
入
さ
れ
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
突
入
と
占
領
地

の
南
方
へ
の
拡
張
や
租
界
か
ら
の
英
米
勢
力
の
消
滅
と
い
う
新
た
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
四
二
年
二
月
二
八
日
に
商
工
省
は
「
大
東
亜
共

栄
圏
内
物
資
交
易
方
策
要
綱
(
案
ど
を
提
起
し
た
。
こ
の
方
針
は
「
共
栄
圏
内
自
給
自
足
体
制
ノ
確
立
」
の
た
め
、

「
交
易
上
ノ
詰
障
害

ノ
調
整
」
を
図
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
要
領
は
左
記
の
よ
う
に
、
貿
易
統
制
機
関
の
飛
躍
的
拡
充
を
提
案
し
た
。

要
領



て
〈
略
)
/
二
、
本
邦
ト
大
東
亜
共
栄
圏
内
諸
地
域
ト
ノ
問
、
南
方
占
領
諸
地
域
相
互
ノ
間
並
ニ
南
方
占
領
諸
地
域
ト
満
州
、
支
那
、

仏
印
及
泰
ト
ノ
問
ノ
物
資
交
易
ハ
物
資
交
易
営
団
ハ
仮
称
)
ヲ
シ
テ
一
元
的
ニ
之
ヲ
当
一
ブ
シ
ム
ル
ト
共
一
一
百
九
二
本
邦
ト
第
三
国
ト
ノ

間
並
ニ
南
方
占
領
詰
地
域
ト
第
三
国
ト
ノ
問
ノ
物
資
交
易
ニ
付
一
ア
モ
本
営
団
ヲ
シ
テ
一
元
的
ニ
之
ニ
当
デ
シ
ム
ル
コ
ト

備
考

1 

本
営
団
ニ
依
ル
物
資
交
易
ハ
先
ヅ
南
方
占
領
諸
地
域
ト
ノ
交
易
ヨ
リ
着
手
シ
、
満
州
、
支
那
、
仏
印
及
泰
ト
ノ
交
易
ニ
関
シ

テ
ハ
現
在
ノ
交
易
機
構
ヲ
可
及
的
速
二
本
営
団
ニ
依
ル
ガ
如
ク
改
変
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

(
2
、
略
〉

三
、
物
資
交
易
営
団
ノ
組
織
、
事
業
及
監
督
左
ノ
如
シ

川
組
織

け
物
資
交
易
営
団
ハ
重
要
物
資
管
理
営
団
ヲ
吸
収
ス
ル
ト
共
ニ
輸
出
入
統
制
機
関
等
ヲ
之
ニ
参
加
セ
シ
メ
設
立
ス
ル
コ
ト

(
同
略
)

川
刊
本
営
団
ハ
必
要
ノ
地
ニ
分
団
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト

川
事
業ω

(略
〉
物
資
交
易
ニ
関
シ
輸
出
入
品
ノ
買
上
及
売
却
等
ノ
方
法
ニ
依
リ
輸
出
入
ノ
一
元
的
統
制
ヲ
行
フ
コ
ト
(
略
〉

四
、
物
資
交
易
営
団
ノ
一
定
ノ
損
失
ハ
政
府
ニ
於
テ
補
償
シ
一
定
ノ
利
益
ハ
政
府
ニ
帰
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
(
五
、
ム
ハ
略
)

こ
う
し
て
既
存
の
重
要
物
資
管
理
営
団
〈
四
二
年
四
月
設
立
〉
を
吸
収
し
、
南
方
を
含
む
帝
国
全
域
を
対
象
と
し
た
貿
易
統
制
機
関
の
設

置
を
構
想
し
た
。
こ
こ
に
掲
げ
た
以
外
に
は
買
取
貿
易
の
他
に
委
託
貿
易
を
扱
い
、

一
方
中
央
食
糧
営
団
等
取
扱
物
資
は
除
外
す
る
予
定

で
い
た
。
こ
の
提
案
を
承
け
て
、
同
年
四
月
二
二
日
に
企
画
院
第
五
部
は
、
ほ
ぼ
商
工
省
案
を
踏
襲
し
た
「
交
易
統
制
運
営
機
構
ニ
関
ス

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

一
九
五
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ル
件
」
を
提
案
し
た
。
も
と
よ
り
先
の
商
工
省
案
は
、
大
蔵
省
出
身
で
企
画
院
第
三
部
長
と
な
っ
て
い
た
松
田
令
輔
が
、
占
領
地
物
価
高

の
日
本
へ
の
波
及
を
抑
止
す
る
方
策
と
し
て
考
案
し
、
商
工
省
に
示
唆
を
与
え
た
こ
と
か
ら
立
案
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に
両
案
が
酷

似
す
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
右
企
画
院
案
の
「
要
領
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
組
織

ゆ
本
営
団
ハ
重
要
物
資
管
理
営
団
ヲ
改
組
拡
充
シ
テ
之
ニ
充
ツ

制
(
略
)
南
方
諾
地
域
及
支
那
等
各
現
地
ニ
適
当
ニ
支
所
ヲ
配
置
ス
ハ
料
、
M
H
略
)

二
、
事
業

ω政
府
ハ
必
要
ニ
応
ジ
特
定
国
又
ハ
地
域
間
或
ハ
特
定
物
資
ノ
輸
出
又
ハ
輸
入
ヲ
本
営
団
又
ハ
其
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
制
限
ス

(
同
、
以
下
略
)

コ
一
、
運
用

ω本
営
団
ノ
事
業
ハ
先
ヅ
南
方
諸
地
域
関
係
(
対
圏
内
他
地
域
及
対
圏
外
ヲ
合
ム
〉
ノ
交
易
ヲ
目
標
ト
シ
引
続
キ
支
那
関
係
等
ヲ
統

ム
ロ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
(
後
略
)

こ
う
し
て
既
存
貿
易
統
制
機
関
と
の
車
牒
の
少
い
南
方
占
領
地
貿
易
か
ら
調
整
に
着
手
し
、
中
国
占
領
地
全
域
に
ま
で
そ
の
業
務
を
拡

張
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
具
体
的
に
調
整
手
続
ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
両
案
は
価
格
調
整
機
構
を
飛
躍
的
に

拡
充
さ
せ
え
て
も
、
営
団
の
業
務
に
伴
う
巨
額
の
資
金
的
裏
付
や
損
益
の
帰
属
お
よ
び
他
貿
易
統
制
機
関
と
の
関
連
等
の
要
検
討
項
目
が

残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
案
に
触
発
さ
れ
て
、
大
蔵
省
は
「
関
税
ニ
依
ル
重
要
輸
出
入
物
資
価
格
調
整
制
度
案
」
(
日
付
な
し
)
で
対
案

を
練
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。



要
綱

一
、
(
略
)
/
二
、
満
支
、
仏
印
、
泰
及
南
方
占
領
地
ニ
輸
出
ス
ル
物
資
ニ
シ
テ
輸
出
価
格
又
ハ
現
地
取
引
価
格
カ
当
該
物
品
ノ
本
邦
国

内
価
格
ニ
比
シ
高
価
ナ
ル
場
合
(
略
)
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
差
額
ニ
相
当
ス
ル
輸
出
税
ヲ
徴
ス
ル
コ
ト

一
二
、
重
要
物
資
価
格
調
整
特
別
会
計
ヲ
設
定
シ
前
記
輸
入
税
及
輸
出
税
ノ
収
入
ハ
右
特
別
会
計
ノ
収
入
ト
ス
ル
コ
ト

四
、
重
要
物
資
中
高
価
ナ
ル
内
産
品
又
ハ
輸
入
品
ニ
対
シ
補
償
金
ヲ
以
テ
価
格
操
作
ヲ
行
フ
ノ
要
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
右
特
別
会
計
ヨ

リ
之
ヲ
支
出
ス
ル
(
略
〉

玉
、
前
記
輸
入
税
及
輸
出
税
ハ
(
略
)
、
状
況
ニ
応
シ
価
格
変
動
ニ
追
随
セ
シ
ム
ル
コ
ト

但
シ
比
較
的
小
幅
ノ
変
動
ニ
対
シ
テ
ハ
別
途
適
宜
ノ
方
法
ニ
依
リ
調
整
セ
シ
ム
ル
/
(
六
略
)

七
、
前
記
特
別
会
計
ヨ
リ
支
出
ス
ル
補
償
金
ハ
原
則
ト
シ
テ
当
該
物
資
ノ
統
制
機
関
ニ
取
引
又
ハ
輸
入
ノ
実
績
ニ
依
リ
払
渡
ス
モ
ノ
ト

ス
(
略
〉

/¥ 、

(
略
〉
輸
出
入
共
特
殊
機
構
ノ
買
取
輸
出
入
(
略
)
調
整
ニ
因
ル
収
支
ハ
(
略
)
別
途
ニ
整
理
シ
剰
余
金
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ

前
記
特
別
会
計
ニ
納
入
セ
シ
ム
ル
コ
ト
/
(
九
、
一

O
略
)

一
一
、
前
記
特
別
会
計
ハ
一
応
大
東
亜
戦
争
終
了
迄
ヲ
一
会
計
年
度
ト
ス
ル
モ
物
動
計
画
ト
モ
対
応
シ
便
宜
計
画
年
度
ヲ
設
ケ
整
理
ス

ル
ヲ
妨
ケ
サ
ル
コ
ト

こ
う
し
て
輸
出
入
関
税
の
設
定
に
よ
る
提
案
が
試
み
ら
れ
る
が
、
関
税
の
現
地
徴
収
は
日
中
戦
争
で
新
た
に
占
領
し
た
地
域
に
お
い

て
、
低
価
政
権
を
出
現
さ
せ
た
場
合
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
関
税
に
よ
る
調
整
以
外
に
も
貿
易
統
制
機
構
に
よ
る
調
整
の
併
存
を
認
め
て

お
り
、
調
整
方
針
の
徹
底
を
欠
く
も
の
と
言
え
よ
う
。
他
に
最
後
の
戦
争
終
結
ま
で
を
一
会
計
年
度
と
す
る
案
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
特

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

一
九
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
一
号
(
一
九
八
五
年
)

一
九
八

殊
な
性
格
は
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
会
一
七
年
九
月
)
と
太
平
洋
戦
争
下
の
戦
利
品
の
運
用
を
お
こ
な
う
特
殊
財
産
資
金
特
別
会
計
(
四
三
年

月、J

以
外
に
見
出
さ
れ
ず
、
こ
の
関
税
に
よ
る
価
格
調
整
制
度
が
戦
時
の
わ
け
て
も
占
領
地
運
営
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
点
を

自
認
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
し
か
し
現
実
に
は
貿
易
調
整
料
制
度
は
既
に
発
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
を
輸
出
入
関
税
に
置
換
え
る

際
に
生
ず
る
乳
韓
が
予
想
さ
れ
、
実
現
へ
の
難
点
は
多
か
っ
た
。
た
だ
し
特
別
会
計
設
置
に
よ
る
調
整
財
源
の
集
中
は
止
目
さ
れ
よ
う
。

大
蔵
省
は
右
案
を
下
敷
き
に
、
よ
り
実
現
可
能
な
案
と
し
て
、
同
年
五
月
一
一
六
日
に
「
大
東
亜
交
流
物
資
ノ
価
格
調
整
ニ
関
ス
ル
暫
定
措

置
ノ
件
ハ
案
)
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
、
方
針

一、
(
略
〉
/
二
、
現
行
ノ
複
雑
多
岐
ニ
亘
ル
価
格
調
整
措
置
ヲ
一
元
的
ニ
統
合
シ
以
テ
情
勢
ノ
推
移
ニ
応
ジ
迅
速

E
結
合
的
ニ
之
ヲ
運

用
シ
得
ル
体
制
ヲ
整
フ
ル
モ
ノ
ト
ス

三
、
大
東
亜
交
流
物
資
ニ
関
ス
ル
価
格
調
整
ハ
原
則
ト
シ
テ
本
邦
ニ
於
テ
一
元
的
ニ
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
シ
(
略
、
四
l
七
略
)

八
、
価
格
調
整
ノ
為
速
ニ
法
制
的
ニ
完
備
セ
ル
恒
久
体
制
ヲ
確
立
シ
本
暫
定
措
置
ヲ
之
ニ
統
合
吸
収
ス
ル
措
置
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
、
要
領

一
、
大
東
亜
全
域
ノ
物
資
交
流
ノ
円
滑
増
進
ニ
資
ス
ル
ヲ
目
途
ト
シ
大
東
直
各
地
域
ノ
為
替
又
ハ
交
易
ニ
関
ス
ル
差
損
益
ノ
調
整
ヲ
為

ス
為
横
浜
正
金
銀
行
東
京
支
庖
ニ
特
別
ノ
勘
定
(
仮
称
大
東
亜
貿
易
調
整
勘
定
〉
ヲ
設
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、
(
略
)
交
易
ニ
依
リ
生
ジ
タ
ル
価
格
差
益
(
為
替
差
益
ヲ
合
ム
)

ハ
之
ヲ
横
浜
正
金
銀
行
大
東
亜
貿
易
調
整
勘
定
ニ
振
込
ミ
(
略
)

三
、
(
略
)
交
易
ニ
関
ス
ル
差
損
ヲ
調
整
ス
ル
為
(
略
)
横
浜
正
金
銀
行
ニ
対
シ
大
東
亜
貿
易
調
整
勘
定
ヨ
リ
ノ
払
出
ヲ
指
示
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
/
(
囚
|
一
一
略
)



備
考

大
東
亜
貿
易
調
整
勘
定
ニ
依
ル
調
整
ハ
将
来
確
固
タ
ル
特
別
会
計
制
度
ノ
設
定
ヲ
侯
チ
其
ノ
運
用
ニ
依
リ
処
置
ス
ル
ヲ
適
当
ト

認
メ
ラ
ル
ル
モ
右
制
度
ノ
完
備
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
ル
迄
ノ
過
渡
的
暫
定
措
置
ト
シ
テ
考
慮
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

こ
の
案
は
現
行
の
複
雑
な
価
格
調
整
措
置
よ
り
発
生
し
た
各
種
調
整
料
を
一
元
化
し
、

「
仮
称
大
東
亜
貿
易
調
整
勘
定
」
を
開
設
し
、

為
替
・
貿
易
の
差
損
益
を
同
勘
定
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
貿
易
調
整
料
の
他
に
正
金
特
別
円
為
替
差
損
益
ま
で
に
も
対
象
を
拡

大
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
先
の
関
税
徴
収
案
は
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
蔵
省
も
積
極
的
な
調
整
料
受
払
に
方
針
を
転
じ
た
。
そ

し
て
究
極
的
に
は
特
別
会
計
制
度
の
樹
立
に
向
か
う
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
貿
易
統
制
機
関
は
現
状
維
持
で
、
そ
の
再

編
強
化
が
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
記
商
工
省
・
企
画
院
と
は
ま
だ
大
幅
な
隔
り
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
懸
隔
は
、
所
管
の
貿
易
統
制
機

構
の
統
合
強
化
で
調
整
機
能
の
飛
躍
的
拡
充
が
可
能
と
す
る
商
工
省
側
と
、
総
合
的
な
損
益
帰
属
の
特
別
勘
定
が
開
設
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

資
金
的
動
員
で
為
替
・
貿
易
の
調
整
は
十
分
可
能
だ
と
す
る
大
蔵
省
と
の
聞
の
、
所
管
権
限
か
ら
帰
結
す
る
見
解
の
相
違
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
両
案
の
対
立
は
、
戦
争
と
占
領
に
よ
る
物
価
暴
騰
の
中
で
の
対
占
領
地
貿
易
の
維
持
と
、
日
本
内
物
価
の
安
定

と
い
う
課
題
に
、
事
後
的
に
対
処
を
せ
ま
ら
れ
た
行
政
機
構
が
、
軍
用
通
貨
の
過
剰
な
供
給
を
放
置
し
た
ま
ま
、
個
々
の
権
限
の
範
囲
で

案
出
し
た
複
数
の
次
善
策
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、
手
段
の
合
理
性
の
外
装
を
纏
う
官
僚
制
に
内
在
す
る
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら

派
生
し
た
両
省
聞
の
権
限
争
い
と
い
う
側
面
も
払
拭
で
き
な
か
サ
ヤ

こ
の
両
省
聞
の
溝
を
埋
め
る
た
め
の
調
整
工
作
が
そ
の
後
も
続
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
告
げ
る
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
折
か
ら

の
大
東
亜
省
設
置
(
四
二
年
二
月
)
に
絡
む
紛
糾
等
も
あ
り
、
難
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
大
東
亜
省
設
置
案
の
ほ
ぼ
固
ま

っ
た
四
二
年
一

O
月
九
日
の
企
画
院
・
大
蔵
省
・
商
工
省
三
大
臣
の
協
議
で
大
枠
の
決
定
を
み
て
、

「
交
易
統
制
及
価
格
調
整
ニ
関
ス
ル
件
」
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。

一
O
月
一
一
一
一
日
に
左
記
閣
議
決
定

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

九
九
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ニ
O
O

第

方
針

(
略
〉
交
易
統
制
及
価
格
調
整
ニ
関
ス
ル
機
構
制
度
ニ
付
左
記
要
領
ニ
依
リ
一
次
的
整
備
ヲ
実
行
セ
ム
ト
ス
/
但
シ
対
南
方
甲
地
域
交

易
ヲ
除
グ
モ
ノ
ト
ス

第

要
領

為
替
交
易
調
整
資
金
特
別
会
計
〈
仮
称
)
設
置

為
替
並
三
交
易
価
格
ノ
表
裏
一
体
関
係
ニ
即
シ
之
ガ
綜
合
統
一
的
調
整
ヲ
図
ル
為
大
蔵
省
主
管
ノ
下
ニ
為
替
交
易
調
整
資
金
特
別
会

計
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

イ

右
会
計
ハ
為
替
政
策
ノ
運
用
上
及
交
易
価
格
ノ
調
整
上
必
要
ナ
ル
国
庫
金
ノ
収
支
ヲ
綜
合
経
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト

ロ

現
行
為
替
損
失
補
償
制
度
、
貿
易
価
格
差
補
償
制
度
ハ
本
会
計
ニ
統
合
運
用
ヲ
図
ル
コ
ト

"、
内
外
現
地
に
於
ケ
ル
調
整
料
、
留
保
金
乃
至
差
益
金
ノ
類
ハ
之
ヲ
本
会
計
ニ
集
中
シ
交
易
価
格
調
整
ノ
為
必
要
ナ
ル
補
償
金

ハ
爾
余
ノ
財
源
ト
併
セ
テ
本
会
計
ヨ
リ
所
定
計
画
ニ
従
ヒ
之
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
(
略
〉

交
易
管
理
営
団
ハ
仮
称
)
ノ
設
立

物
勤
交
易
計
画
ニ
基
キ
交
易
ノ
統
制
運
営
ニ
任
ゼ
シ
ム
ル
為
商
工
省
主
管
ノ
下
ニ
交
易
管
理
営
団
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト

イ

右
営
団
ハ
貿
易
統
制
会
並
ニ
重
要
物
資
管
理
営
団
ヲ
合
体
改
組
シ
テ
之
ニ
充
テ
尚
現
行
各
種
輸
出
入
調
整
機
関
モ
能
フ
限
リ

之
ニ
整
理
統
合
ヲ
図
ル
コ
ト

貿
易
統
制
会
並
ニ
右
輸
出
入
調
整
機
関
ノ
現
行
統
制
業
務
ハ
関
係
地
域
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
本
営
団
ヲ
シ
テ
之
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト

ロ

本
営
団
ハ
国
内
ニ
於
テ
ハ
実
状
ニ
即
シ
統
制
組
合
、
統
制
配
給
会
社
等
ヲ
下
部
乃
至
連
繋
組
織
ト
シ
現
地
ニ
於
テ
ハ
本
営
団



ニ
照
応
シ
整
備
セ
ラ
ル
ヘ
キ
当
該
機
構
ト
緊
密
ナ
ル
連
繋
ヲ
保
持
シ
(
略
〉

三
、
現
地
機
構
ノ
整
備
/
(
略
)

四
、
交
易
統
制
協
議
会
/
(
略
)

第一

措
置
/
(
一

l
三
略
)

四
、
内
外
現
地
各
交
易
統
制
乃
至
交
易
価
格
調
整
関
係
機
構
自
体
ノ
勘
定
ハ
原
則
ト
シ
テ
正
金
銀
行
ヲ
シ
テ
統
一
的
ニ
之
ヲ
取
扱
ハ
シ

ム
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
(
後
略
)

こ
う
し
て
「
為
替
交
易
調
整
資
金
特
別
会
計
(
仮
称
ど
と
「
交
易
管
理
営
団
(
仮
称
)
」
の
設
立
が
確
定
す
る
。
調
整
財
源
の
特
別
会
計

に
よ
る
拡
充
と
、
右
営
団
設
立
に
よ
る
貿
易
統
制
機
能
の
強
化
が
同
時
に
打
出
さ
れ
、
先
の
両
省
の
意
図
は
ほ
ぼ
取
入
れ
ら
れ
た
。
た
だ

し
南
方
軍
政
地
域
と
の
調
整
は
沙
汰
や
み
と
な
り
、
対
中
国
調
整
が
重
視
さ
れ
た
。

ω為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
設
置
等
為
替
交
易
調
整
法
の
制
定

先
の
閣
議
決
定
を
承
け
て
、
法
案
の
作
成
が
始
ま
る
。
特
別
会
計
設
置
を
明
示
し
た
法
案
と
し
て
は
、
四
二
年
一
一
月
四
日
に
大
蔵
省

外
資
局
為
替
課
が
作
成
し
た
「
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
法
案
」
が
均
一
十
。
こ
の
目
的
は
「
為
替
及
交
易
ニ
関
シ
輸
出
入
物
資
ノ
価
格
調

整
」
(
第
一
条
〉
に
あ
り
、
歳
入
歳
出
に
関
し
て
は
交
易
価
格
調
整
納
付
金
ノ
収
入
、

一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
積
立
金
ヨ
リ
生
ス
ル
収

入
、
借
入
金
及
付
属
雑
収
入
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
入
ト
シ
交
易
価
格
調
整
補
償
金
、
借
入
金
ノ
償
還
金
及
利
子
其
ノ
他
諸
費
ヲ
以
テ
歳
出
ト

ス
」
(
第
二
条
)
と
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
同
月
五
日
の
同
課
作
成
案
は
、
改
訂
さ
れ
「
交
易
調
整
資
金
特
別
会
計
法
案
」
と
な
る
。
そ
の

目
的
は
「
交
易
物
資
ノ
価
格
調
整
ノ
為
並
ニ
乏
ガ
為
必
要
ナ
ル
為
替
売
買
ノ
損
益
ヲ
調
整
ス
ル
為
」
(
第
一
条
)
で
あ
る
と
さ
れ
、
為
替
調

整
は
派
生
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
も
前
案
中
の
「
輸
出
入
」
が
削
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
の
貿
易
に
留
ま
ら
ず
、
占
領

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

ニO
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ニ
O
二

地
同
貿
易
を
も
調
整
対
象
と
す
る
合
意
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
条
の
う
ち
歳
入
に
は
、
為
替
差
益
納
付
金
と
寄
付
金
が
追
加
さ
れ
、
積

立
金
収
入
が
削
除
さ
れ
た

Q

前
者
は
現
実
に
発
生
す
る
為
替
差
益
の
吸
収
と
日
本
法
権
の
本
来
及
ば
な
い
占
領
地
に
お
け
る
差
益
の
寄
付

形
態
で
の
吸
収
も
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
前
案
の
決
算
剰
余
金
の
積
立
金
繰
入
を
規
定
し
た
七
条
の
削
除
と
同
時
に
お
こ
な
わ

れ
、
積
立
金
よ
り
は
貿
易
調
整
財
源
へ
の
積
極
的
動
員
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
歳
出
に
関
し
て
も
、
為
替
差
損
補
償
金
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。
な
お
こ
の
案
は
七
日
に
外
資
局
長
他
に
検
討
さ
れ
、
そ
の
標
題
の
「
交
易
」
の
上
に
手
書
で
「
為
替
」
と
添
記
さ
れ
て
お
り
、
標
題

に
再
度
「
為
替
L

の
二
字
が
追
加
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
法
案
作
成
と
平
行
し
て
外
資
局
為
替
課
は
同
月
五
日
に
「
交
易
価
格
調
整
納
付
金
等
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
を
作
成
し
て

い
る
。
こ
れ
は
僅
か
三
条
し
か
な
く
、
熟
し
た
案
文
と
は
一
一
百
え
な
い
が
、

「
交
易
営
団
ハ
交
易
上
ノ
価
格
差
益
ヲ
為
替
交
易
調
整
資
金
特

別
会
計
二
納
付
L

ハ
第
一
条
)
し
、
ま
た
「
勅
令
ニ
定
ム
ル
者
ハ
勅
令
ニ
定
ム
ル
取
扱
物
資
ニ
依
リ
生
ズ
ル
交
易
上
ノ
価
格
差
益
」
を
同
特

別
会
計
に
納
付
し
(
第
二
条
て
さ
ら
に
同
特
別
会
計
は
「
勅
令
ノ
定
ム
ル
者
ヨ
リ
寄
付
金
ヲ
受
ク
ル
」
(
第
三
条
〉
と
規
定
し
た
。
す
な
わ

ち
こ
の
法
案
は
特
別
会
計
へ
の
調
整
料
等
を
納
付
し
ま
た
は
寄
付
す
る
貿
易
統
制
機
関
等
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
案
は
同
月

六
日
に
改
訂
さ
れ
、
先
の
「
交
易
調
整
資
金
特
別
会
計
法
案
」
と
一
緒
に
外
資
局
の
検
討
に
付
さ
れ
る
。
た
だ
し
標
題
は
変
わ
ら
な
い
。

新
た
に
付
加
さ
れ
た
第
一
ニ
l
六
条
で
そ
れ
ら
機
関
の
業
務
報
告
等
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
「
交
易
価
格
調
整
納
付
金
等
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
は
、
単
独
の
法
律
と
し
て
の
制
定
を
見
送
ら
れ
、
先
の
「
交
易
調
整
資

金
特
別
会
計
法
案
L

を
改
訂
し
た
「
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
法
案
」
(
日
付
な
し
、
四
二
年
二

i
一
一
一
月
と
推
定
)
に
統
合
さ
れ
る
。
こ
の

新
た
な
法
棄
は
、
納
付
金
等
の
条
項
を
追
加
し
て
い
る
た
め
、
特
別
会
計
設
置
の
先
の
目
的
は
ほ
と
ん
ど
薄
め
ら
れ
「
為
替
交
易
調
整
ニ

関
ス
ル
会
計
ハ
之
ヲ
特
別
ト
シ
其
ノ
歳
入
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
出
ニ
充
ツ
」
(
第
一
条
〉
と
、
略
記
さ
れ
た
。
第
二
条
以
下
第
八
条
ま
で
は
ほ
と



ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、
付
則
の
第
一
一
条
以
下
が
「
交
易
価
格
調
整
納
付
金
等
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
を
更
に
詳
し
く
し
た
も
の
で
、
第
二

O
条
ま
で
続
く
。
た
だ
し
先
記
特
別
会
計
法
案
の
「
交
易
管
理
営
団
」
は
「
交
易
営
団
L

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
こ
の
法
案
は

付
則
が
著
し
く
長
く
、
不
均
整
で
あ
り
、
強
引
に
特
別
会
計
法
に
追
加
し
た
と
い
う
感
は
否
め
な
い
。
そ
れ
故
に
同
法
案
は
第
八
一
議
会

に
提
出
さ
れ
る
前
に
再
度
改
訂
さ
れ
(
日
付
不
明
)
、

「
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
設
置
等
為
替
交
易
調
整
法
案
」
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の

名
称
は
、

「
交
易
価
格
調
整
納
付
金
等
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
の
制
定
を
見
送
り
、
本
来
こ
の
特
別
会
計
法
に
盛
り
込
む
必
要
の
な
い
調
整

料
納
付
機
関
等
の
詳
細
等
を
規
定
し
た
こ
と
に
よ
る
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
。
特
別
会
計
法
の
名
称
と
し
て
も
稀
の
部
類
に
属
し
よ
う
。
こ

の
法
案
は
第
一
章
「
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
」
、

第
二
季
「
差
益
金
ノ
納
付
及
差
損
金
ノ
補
償
」
に
分
か
れ
、
前
者
が
先
記
「
為
替
交

易
調
整
特
別
会
計
法
案
」
の
第
一
OIl--

九
条
で
、
後
者
が
そ
の
付
則
第
一
一
1
1

一
九
条
で
あ
る
。
他
に
第
二
章
に
台
湾
・
朝
鮮
・
関
東
州
・

南
洋
群
島
に
お
け
る
「
国
税
徴
収
法
」
(
一
八
九
七
年
三
月
法
律
第
二
一
号
)
の
準
用
を
明
示
し
た
第
二

O
条
が
追
加
さ
れ
、
最
後
に
付
則
と

し
て
、
四
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
、
但
し
交
易
営
団
に
関
す
る
条
項
は
別
に
勅
令
を
以
て
定
め
る
と
し
た
。

こ
の
法
案
は
四
一
ニ
年
一
月
一
八
日
に
「
交
易
営
団
法
案
」
他
と
一
緒
に
八
一
議
会
に
提
出
さ
れ
、
同
月
二
九
日
よ
り
実
質
審
議
に
付
さ

れ
た
。
そ
の
提
案
理
由
説
明
の
一
部
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

政
府
ハ
物
資
交
易
ヨ
リ
生
ス
ル
一
切
ノ
価
格
上
及
為
替
上
ノ
差
益
、
差
損
ハ
之
ヲ
国
ニ
帰
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
シ
従
来
ノ
交
易
価
格

調
整
ニ
関
ス
ル
財
政
上
及
為
替
政
策
上
ノ
措
置
等
ヲ
統
合
シ
之
ガ
一
体
的
運
営
ヲ
一
層
強
化
ス
ル
ト
共
ニ
価
格
差
調
整
ニ
関
ス
ル
収
支

ヲ
結
合
経
理
シ
、
以
テ
調
整
資
金
ノ
効
率
的
ナ
ル
配
分
使
用
ヲ
図
ル
為
、
特
別
会
計
ヲ
設
置
ス
ル

こ
こ
に
は
立
法
趣
旨
が
ほ
ぼ
言
わ
れ
て
い
る
と
思
え
る
が
、
南
方
軍
政
地
域
を
除
く
「
共
栄
圏
」
内
貿
易
に
発
生
す
る
調
整
操
作
も
合

む
点
は
巧
み
に
ボ
カ
さ
れ
て
い
る
。
本
来
的
に
同
法
適
用
地
域
上
の
難
点
が
見
う
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翼
賛
議
会
は
四
三
年
三

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

二
。
三
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二
O
四

月
二
五
日
に
原
案
通
り
可
決
し
、
四
月
一
日
よ
り
施
行
と
な
っ
た
。

(

1

)

大
蔵
省
資
料
@
以
下
の
諸
案
も
同
様
@

(

2

)

松
田
令
輔
は
「
大
蔵
省
は
、
こ
の
案
に
た
い
し
て
見
向
き
も
し
な
い
。
や
む
な
く
、
私
は
商
工
省
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
作
業
を
す
す
め
た
の

で
あ
る
が
、
ゃ
う
や
く
に
し
て
で
き
あ
が
る
と
、
こ
ん
ど
は
大
蔵
省
が
飛
び
つ
い
て
き
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
(
前
掲
『
覚
書
終
戦
財
政
始
末
』
伺

「
終
戦
と
軍
事
借
入
金
の
弁
済
」
六
O
年
、
一
六
四
頁
〉
。

(

3

)

こ
の
調
整
制
度
実
施
に
あ
た
り
、
方
法
や
権
限
に
つ
い
て
「
当
時
商
工
省
と
大
蔵
省
の
あ
い
だ
に
お
い
て
、
権
限
争
い
の
起
こ
っ
た
問
題
で
あ

る
」
と
、
松
田
令
輸
は
大
蔵
・
商
工
両
省
関
の
抗
争
を
認
め
て
い
る
(
大
蔵
省
大
臣
官
房
調
査
企
画
課
『
続
外
地
財
政
金
融
史
』
、
八
O
年
、
二
ニ

七
頁
〉
。

〈

4
)

三
大
臣
協
議
事
項
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

交
易
管
理
営
団
、
為
替
交
易
調
整
資
金
特
別
会
計
(
仮
称
)
等
ニ
関
ス
ル
件
(
メ
モ
〉

(
昭
和
十
七
年
十
月
九
日
企
蔵
商
三
大
臣
協
議
要
領
〉

一
七
、
一

O
、一

O

一
交
易
管
理
営
団
ノ
行
フ
交
易
上
ノ
差
益
金
ハ
其
ノ
全
額
ヲ
特
別
会
計
ノ
収
入
ト
シ
差
損
金
ハ
其
ノ
全
額
ヲ
特
別
会
計
ヨ
リ
補
償
ス
ル
ノ
建
前
ヲ

執
ル
コ
ト

ニ
営
団
ヨ
リ
特
別
会
計
ニ
納
入
ス
ヘ
キ
金
額
及
特
別
会
計
ヨ
リ
営
団
ニ
支
出
ス
ヘ
キ
金
額
ハ
一
定
期
間
毎
ニ
取
纏
メ
経
理
ス
ル
コ
ト
但
シ
営
団

ハ
右
期
間
中
其
ノ
納
入
ス
ヘ
キ
資
金
ヲ
以
テ
便
宜
価
格
補
償
ノ
為
ノ
資
金
ニ
繰
替
支
弁
シ
置
ク
ヲ
妨
ケ
サ
ル
コ
ト

三
特
別
会
計
ニ
対
ス
ル
差
益
金
繰
入
ノ
方
法
ト
シ
テ
ハ
箇
々
ノ
輸
出
入
ノ
際
ニ
税
関
ニ
於
テ
関
税
ヲ
徴
収
ス
ル
如
キ
方
法
ニ
依
リ
テ
価
格
差
相
当

額
ヲ
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
為
サ
ス
別
途
特
別
会
計
ニ
之
ヲ
帰
属
セ
シ
ム
ル
方
法
ヲ
採
ル
コ
ト

四
現
ニ
輸
入
ノ
一
元
的
統
制
ヲ
行
ヒ
居
ル
物
資
(
例
へ
ハ
鉄
、
石
炭
ノ
如
キ
〉
ニ
付
テ
モ
営
団
ニ
於
テ
之
カ
輸
入
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ト
ス
ル
ハ
機
構

ノ
複
雑
化
、
手
数
料
ノ
増
徴
等
ヲ
来
ス
慮
ア
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
種
物
資
ハ
之
ヲ
営
団
ノ
取
扱
物
資
ヨ
リ
除
外
ス
ル
様
考
慮
ス
ル
コ
ト
(
以
下
略
)

こ
れ
に
基
き
同
月
一
四
日
に
大
蔵
・
商
工
両
省
聞
に
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
右
の
う
ち
一

l
三
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
「
大
蔵
・
商
工
両
次
官
覚

書
」
)
。
右
の
四
に
言
及
あ
る
交
易
営
団
取
扱
除
外
物
資
の
う
ち
、
商
工
省
主
管
物
資
は
営
団
統
制
下
に
は
い
る
@
(
大
蔵
省
資
料
〉
。

(
5
〉
大
蔵
省
資
料
。



(

6

)

 

(

7

)

 

ハ
8
〉

南
方
軍
政
地
域
と
の
貿
易
に
関
し
て
は
、
山
石
武
照
彦
『
南
方
軍
政
下
の
経
済
施
策
』
よ
(
八
一
年
)
が
要
を
得
た
説
明
を
与
え
て
い
る
@

大
蔵
省
資
料
。
以
下
の
諸
法
案
も
同
様
@

前
掲
「
為
替
交
易
調
整
」
@

3 

対
華
中
南
為
替
調
整
の
消
滅
と
貿
易
統
制
機
関
の
再
編

川
対
華
中
南
為
替
調
整
操
作

既
述
の
よ
う
に
、
対
華
中
南
輸
入
は
正
金
上
海
支
庖
が
お
と
な
う
財
務
官
事
務
所
査
定
の
一
八
円
以
下
の
優
遇
相
場
で
の
、
対
日
輸
出

為
替
買
取
を
通
じ
て
促
進
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
日
本
内
の
一
八
円
固
定
相
場
維
持
論
や
四
三
年
三
月
の
上
海
財
務
官
事
務
所
の
閉
鎖
で
、

こ
の
財
務
官
相
場
は
消
滅
し
、
四
月
よ
り
こ
れ
に
代
り
「
特
別
B
号
指
図
書
」
に
よ
る
対
日
輸
出
措
置
が
採
用
さ
れ
る
。
指
図
書
は
一
程

の
信
用
状
で
、
以
前
か
ら
正
金
等
の
ア
ジ
ア
貿
易
為
替
に
頻
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
操
作
で
は
、
華
中
で
輸
出
手
形
を
取
組
ま
ぬ
ま
ま
、

指
図
書
に
よ
り
正
金
上
海
支
庖
は
輸
出
業
者
に
公
定
一
八
円
相
場
よ
り
好
遇
し
て
代
金
を
支
払
い
、
日
本
内
輸
入
商
よ
り
公
定
価
格
に
準

じ
て
為
替
で
代
金
を
取
立
て
、
こ
の
間
に
発
生
す
る
一
八
円
公
定
相
場
と
の
為
替
差
損
は
正
金
が
引
受
け
る
。
そ
れ
を
正
金
は
「
為
替
交

易
詞
整
特
別
会
計
設
置
等
為
替
交
易
調
整
法
ニ
基
ク
報
告
徴
収
等
ニ
関
ス
ル
件
」
ハ
四
三
年
四
刃
一
日
大
蔵
省
令
第
一
七
号
)
に
基
づ
き
大
蔵

省
に
報
告
し
、
そ
の
為
替
差
損
は
最
終
的
に
為
交
会
計
が
負
担
す
る
。
こ
う
し
た
日
本
輸
入
商
と
華
中
輸
出
商
と
の
直
接
の
為
替
取
引
を

切
断
し
た
指
図
書
に
よ
る
対
日
輸
出
促
進
措
置
は
、
現
実
に
は
両
地
聞
の
価
格
査
定
に
よ
る
実
勢
に
近
い
儲
備
券
の
切
下
げ
で
あ
り
、
従

来
の
財
務
官
相
場
の
設
定
と
実
質
的
な
違
い
ほ
な
か
っ
た
。

こ
の
指
図
書
に
よ
る
輸
出
実
績
と
実
質
為
替
相
場
は
表
で
知
り
う
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
為
替
相
場
は
四
二
年
四
l
人
月
で
品
目
に
よ
り

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

二
O
五
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表 2

立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
一
号
(
一
九
八
五
年
)

額

4，905 

365 

8，473 

24，461 
1，419 
1，912 

3，365 
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1，186 

46，318 
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出
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一

向

一

千

勿

J

i
l
1
1
1
1
1
1
l
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l
i
-
-
1
I
l
l
i
-
-一
基

花
実
卵
卵
麻
種
柏
肉
計
一
竜
一
日

共
一
悶

蔵

燥

数

種

他

一

同

の
一
別

胡

菜

菜

豚

三

滑

目品

棉

棉

冷

乾

ニ
O
六

一一一
i
一
四
円
と
か
な
り
の
幅
を
示
し
、
そ
れ
は
日
本
と
華
中
と
の
品
目
別
価
格

差
の
反
映
で
あ
る
。
輸
出
額
の
多
い
も
の
は
、
華
中
農
産
物
の
乾
操
卵
・
冷
蔵

卵
・
棉
花
・
油
指
原
料
で
あ
る
。
だ
が
表
3
の
四
一
ニ
年
対
華
中
南
輸
入
額
は

C

I
F
価
格
で
二
六
七
百
万
円
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
因
み
に
『
貿
易
月
表
』
の

四
八
月
累
計
は
七
ニ
百
万
円
と
な
り
、
こ
の
指
図
書
に
よ
る
対
日
輸
出
三
百

万
円
は
決
し
て
多
額
と
は
号
一
口
い
難
か
っ
た
。
た
だ
し
四
i
八
月
の
対
華
中
農
産

物
・
飼
料
等
輸
入
小
計
は
一
二
三
百
万
円
と
な
り
、
戦
時
下
の

F
O
B
と
C
I
F

と
の
差
も
少
く
な
い
と
み
れ
ば
、
農
産
物
等
の
対
華
中
輸
入
に
お
い
て
、
儲
備

券
建
決
済
は
ほ
ぼ
一
割
前
後
の
比
重
を
占
め
、
決
し
て
無
視
し
え
ぬ
額
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
指
図
書
に
よ
る
輸
入
促
進
策
は
、
交
易
営
団
設
立
ま
で

の
経
過
的
措
置
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
運
営
に
関
し
、
価
格
設
定
等
で
大
蔵
・
商

工
両
省
同
に
乳
轄
を
み
た
の
も
不
振
の
一
因
で
あ
っ
た
。

と
の
為
替
差
損
を
調
節
す
る
財
政
的
裏
付
け
と
し
て
、
四
三
年
三
月
六
日

に
、
為
交
会
計
の
四
三
年
度
予
算
が
公
布
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

そ
れ
ま
で
一
般
会
計
で
補
償
し
て
い
た
為
替
差
損
を
為
交
会
計
が
引
受
け
る
に

あ
た
り
、

「
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ヘ
キ
契
約
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
ル
件
」
が

公
布
さ
れ
、
四
三
年
度
に
、
次
年
度
ま
で
の
負
担
と
な
る
七
五

O
百
万
円
の
為
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対中国関内貿易表 3

1945年1943年山年 1 1地年

輸 出

翠 1[-

華中南

(a)他共計

(b)日本の全輸出

(a/b) % 

輸入

華北

幸中南

(c)他共計

(d)日本の全輸入

(c/d) % 

為
替
交
易
詞
笠
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

替
差
損
と
価
格
差
損
補
償
金
支
払
の
枠
が
設
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
こ

で
引
受
け
る
為
替
差
損
は
正
金
上
海
支
庖
の
取
扱
っ
て
い
た
対
日
輸
出

為
替
優
遇
措
置
の
み
で
、
他
の
正
金
に
開
設
さ
れ
た
各
種
特
別
円
等
の

為
替
差
損
益
は
以
前
と
同
様
に
一
般
会
計
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
日
本
の
対
占
領
地
等
貿
易
に
発
生
す
る
為
替
お
よ
び
価
格
差
損
益

を
為
交
会
計
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
本
旨
か
、
り
し
て
当
然
で
あ
っ
た
。

こ
の
為
替
差
損
に
よ
る
輸
入
促
進
措
置
ば
、
四
三
年
七
月
一
日
の
交

易
営
団
開
業
に
伴
な
い
廃
止
さ
れ
た
。

ω貿
易
統
制
機
関
の
再
編

為
交
会
計
の
設
置
に
伴
な
い
、
既
存
の
貿
易
統
制
機
関
は
少
な
か
ら

ず
改
組
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
国
内
の
み
な
ら
ず
占
領
地
に
お
い
て
も
見

出
さ
れ
る
。
為
交
会
計
の
運
用
を
検
討
す
る
前
に
、
為
交
会
計
に
損
益

を
帰
属
さ
せ
る
貿
易
統
制
機
関
の
再
編
に
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

為
交
会
計
の
設
置
は
、
先
述
の
四
二
年
一

O
月
一
一
一
一
日
の
閣
議
で
決

定
さ
れ
、
大
蔵
・
商
工
両
省
間
の
為
交
会
計
の
設
置
と
交
易
営
団
開
設

に
関
し
基
本
的
合
意
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
に
新
設
さ
れ
る
交
易
営

団
を
商
工
省
主
管
と
し
た
た
め
に
、
同
省
主
管
以
外
の
貿
易
品
に
つ
い

。
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
一
号
(
一
九
八
五
年
)

二
O
八

て
は
農
林
省
と
こ
の
閣
議
決
定
以
前
に
妥
協
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
四
二
年
一

O
月
一
日
の
寓
工
・
農
林
諒
解
事
項
と
し
て
、

「
農
林

関
係
物
資
ノ
取
扱
方
ニ
関
ス
ル
件
」
が
交
さ
れ
、
交
易
営
団
は
米
麦
・
小
麦
粉
・
木
炭
・
無
機
質
及
有
機
質
肥
料
・
飼
料
の
取
扱
を
除
外

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
米
麦
と
小
麦
粉
ほ
食
糧
管
理
特
別
会
計
ハ
四
二
年
四
月
設
立
)
が
、

ま
た
木
炭
は
木
炭
需
給
調
節
特
別
会
計
(
四
O
年

四
月
設
立
、
四
三
年
四
月
薪
炭
需
給
調
節
特
別
会
計
に
承
継
〉

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、

政
府
の
統
制
と
財
政
負
担
が
既
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
肥
料
・
飼
料
は
交
易
営
団
に
業
務
を
吸
収
さ
れ
る
の
を
嫌
っ
た
農
林
省
所
管
権
限
の
主
張
と
言
え
よ
う
。
ま
た
交
易
営
団
の
貿
易
業

受
託
者
と
し
て
、
帝
国
油
糧
会
社
(
四
二
年
九
月
設
立
て
日
本
原
麻
会
社
〈
四
Q
年
六
月
設
立
て
大
日
本
燐
鉱
会
社
(
三
九
年
六
月
設
立
)
を

指
定
し
、
こ
れ
ら
の
扱
い
品
は
農
林
省
と
の
協
議
を
必
要
と
し
た
。
他
に
専
売
物
資
と
し
て
塩
・
煙
草
・
樟
脳
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
石
油
も

除
外
さ
れ
た
。
塩
・
煙
草
・
樟
脳
は
専
売
局
特
別
会
計
三
九
O
O年
四
月
設
立
て

ア
ル
コ
ー
ル
は
燃
料
局
酒
精
部
特
別
会
計
(
四
二
年
四

月
設
立
)
と
そ
の
後
身
の
石
油
専
売
も
担
当
し
た
燃
料
局
特
別
会
計
(
四
三
年
四
月
設
立
)
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
交
易
営

団
は
唯
一
の
貿
易
統
制
機
関
と
は
な
り
え
ず
、
し
か
も
そ
の
委
託
品
目
に
協
議
を
要
す
る
も
の
ま
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
前
記
閣
議
決
定

を
承
け
て
四
二
年
一
一
万
六
日
に
大
蔵
省
外
資
局
為
替
謀
の
作
成
し
た
「
交
易
調
整
金
特
別
会
計
ニ
関
ス
ル
件
」
で
、
貿
易
統
制
会
と
一

結
に
朝
鮮
東
盟
貿
易
会
社
(
四
一
年
三
月
設
立
)
と
台
湾
東
亜
貿
易
連
合
組
合
(
囚
O
年
九
月
設
立
)
を
四
三
年
三
月
末
に
廃
止
し
、
六
人
易
営

団
に
統
合
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
朝
鮮
・
台
湾
両
総
督
府
の
所
轄
権
限
の
主
張
の
た
め
か
、
実
現
せ
ず
に
終
一

γ
ま
た

南
方
占
領
地
の
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
引
受
物
資
の
価
格
調
整
も
、
為
交
会
計
が
成
案
を
み
る
過
程
で
除
外
さ
れ
た
の
は
先
述
し
た
。

こ
う
し
た
妥
協
の
繰
返
し
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
以
上
に
複
雑
な
貿
易
機
構
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
帝
国
全
域
の
全
商
品
を
包
括
す
る

貿
易
機
構
案
が
、
地
域
の
特
殊
性
(
朝
鮮
・
台
湾
・
南
方
占
領
地
)
や
品
目
の
特
殊
性
(
農
林
関
係
物
資
・
専
売
物
資
)
の
主
張
に
よ
っ
て
、

必
ず
し
も
受
容
れ
ら
れ
難
い
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。



交
易
営
団
は
「
交
易
営
団
法
」
(
四
三
年
三
月
五
日
法
律
第
二
六
号
)
に
よ
り
、

周
年
六
月
八
日
に
設
立
さ
れ
、

七
月
一
日
に
開
業
し
た
。

目
的
は
「
交
易
ノ
統
制
運
営
ヲ
為
ス
ト
共
ニ
重
要
物
資
ノ
貯
蔵
ヲ
確
保
増
強
シ
並
ニ
貯
蔵
重
要
物
資
ノ
利
用
ヲ
有
効
且
適
切
ナ
ラ
シ
ム
ル

コ
ト
」
に
あ
り
(
第
一
条
)
、
資
本
金
は
三
億
円
で
(
第
三
条
)
、
う
ち
政
府
出
資
二
五

O
百
万
円
で
(
第
五
条
)
、
民
間
出
資
者
は
日
本
交
易

協
会
・
日
本
綿
系
布
輸
出
組
合
・
三
井
物
産
・
一
ニ
菱
商
事
・
日
本
繊
維
製
品
会
社
・
東
洋
綿
花
・
日
綿
実
業
等
で
あ
り
、
朝
鮮
交
易
会
社

や
正
金
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
役
員
は
政
府
任
命
で
(
第
一
七
条
〉
、
総
裁
に
石
田
礼
助
が
就
任
す
る
。
事
業
資
金
は
借
入
金
で
調
達
し
、

占
領
地
各
地
の
分
団
の
設
立
に
よ
る
、
占
領
地
貿
易
の
包
括
的
な
統
制
を
目
標
に
出
発
し
た
。
当
面
の
事
業
所
と
し
て
、
上
海
・
天
津
・

北
京
に
連
絡
部
を
、
青
島
に
事
務
所
を
開
設
し
、
貿
易
統
制
に
着
手
し
た
。
交
易
営
団
は
設
立
と
と
も
に
貿
易
統
制
会
と
人
絹
輸
出
振
興

会
社
等
一
九
輸
出
機
関
と
東
亜
雑
穀
輸
入
会
社
等
七
輸
入
機
関
を
吸
収
し
た
。
た
だ
し
輸
出
受
託
機
関
と
し
て
日
本
貿
易
振
興
会
社
等
の

九
機
関
と
輸
入
受
託
機
関
と
な
る
大
日
本
燐
鉱
会
社
等
一

O
機
関
は
、
残
存
ぃ

μ。

及
為
替
差
益
ノ
納
付
等
ニ
関
ス
ル
件
」

な
お
先
の
為
交
会
計
設
置
を
定
め
た
法
律
で
規
定
す
る
交
易
営
団
以
外
の
交
易
関
係
者
と
し
て
、
四
三
年
三
月
三
一
日
に
「
価
格
差
益

(
勅
令
第
三
六
一
号
)
が
制
定
さ
れ
具
体
的
指
定
を
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
従
来
の
輸
出
入
調
整

機
関
で
交
易
営
団
開
業
時
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
の
他
に
、
①
有
機
肥
料
統
制
会
社
会
一
九
年
一
二
月
設
立
て
①
日
本
肥
料
会
社
(
四
O
年
四

月
設
立
て

①
飼
料
配
給
会
社
会
一
八
年
四
月
設
立
て
④
中
央
食
糧
営
団
(
四
二
年
九
月
設
立
)
お
よ
び
そ
の
他
と
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
①
か

ら
①
は
い
ず
れ
も
農
林
省
系
の
貿
易
統
制
機
関
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
①
は
調
整
料
徴
収
の
法
的
根
拠
を
持
た
ず
、
従
来
か
ら
農
林
省

監
督
の
下
に
価
格
平
衡
金
を
積
立
て
て
お
り
、
そ
の
既
得
権
限
が
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
①
は
前
記
大
日
本
燐
鉱
会
社
と
一
緒
に

四
四
年
四
月
に
①
に
吸
収
さ
れ
る
。
③
は
四
三
年
八
月
に
日
本
飼
料
会
社
と
改
称
し
、
更
に
同
年
「
統
制
会
社
令
」

(
四
三
年
一

O
月
一
五

日
勅
令
第
七
八
四
号
)
に
よ
り
白
木
飼
料
統
制
会
社
へ
再
度
改
称
す
る
。
以
上
の
農
林
省
系
の
他
に
、
従
来
の
輸
出
入
調
整
機
関
で
、
交
易

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

二
O
九
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O

営
団
に
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
外
地
系
貿
易
統
制
機
関
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
⑤
朝
鮮
東
亜
貿
易
会
社
(
四
一
年
一
一
一
月
設
立
〉
、
@
朝
鮮
貿
易
振
興

会
社
(
四
一
年
一
月
設
立
て
⑦
台
湾
貿
易
会
(
昭
三
年
二
月
設
立
)
お
よ
び
③
関
満
貿
易
統
制
会
(
四
二
年
二
月
設
立
)
が
あ
る
。

こ
の
、
っ
ち

-
中
国
関
内
向
貿
易
を
、
⑤
は
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
・
タ
イ
・
第
三
国
向
を
扱
っ
た
。
①
は
前
記
の
台
湾
東
亜
貿
易
連
合

組
合
と
台
湾
貿
易
振
興
会
(
四
一
年
五
月
設
立
〉
と
が
合
体
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
分
業
は
①
と
@
と
の
関
係
に
あ
っ
た
。
①
は
関
東

⑤
は
「
満
州
国
」

州
・
「
満
州
国
」
全
域
の
貿
易
を
統
轄
す
る
が
、

「
満
州
国
」
で
採
用
さ
れ
た
調
整
料
制
度
の
「
満
州
経
済
平
衡
資
金
」
も
為
交
会
計
と
類

似
の
貿
易
差
損
益
を
吸
収
し
て
い
た
。
同
資
金
と
為
交
会
計
と
の
関
係
は
、
日
本
で
対
満
輸
出
差
益
を
吸
収
し
な
い
が
、
輸
入
差
損
に
対

し
て
の
み
為
交
会
計
か
ら
補
償
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
為
交
会
計
と
の
聞
で
価
格
差
損
益
を
納
付
し
補
償
金
を
受
け
る
機
関
が
設
定
さ
れ
た
が
、
交
易
営
団
等
の
輸
出
入
も

現
地
業
者
の
機
構
的
整
備
を
俣
っ
て
、
は
じ
め
て
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
基
盤
が
で
き
よ
う
。
華
北
で
は
日
本
の
東
亜
輪
連
に
対
応
し
て
、

四
一
年
一
二
且
に
華
北
貿
易
組
合
総
連
合
会
が
発
足
し
て
い
た
が
、
他
の
統
制
機
関
と
し
て
、
北
支
那
開
発
会
社
物
資
調
整
部
の
育
成
し

た
、
物
動
物
資
を
扱
う
品
目
別
の
配
給
協
議
会
や
輸
入
組
合
が
あ
り
(
翠
北
亜
鉛
鉄
板
配
給
協
議
会
・
北
支
鋼
材
輸
入
配
給
組
合
等
二
一

団
体
〉
、

ま
た
輸
入
と
配
給
を
二
苅
的
に
扱
う
華
北
繊
維
協
会
・
華
北
石
油
協
会
等
一

O
団
体
が
あ
り
、

た
め
に
右
記
連
合
会
の
取
扱
品

目
は
貧
弱
で
あ
っ
た
。
だ
が
交
易
営
団
発
足
を
ひ
か
え
、
華
北
交
易
統
制
総
会
が
右
連
合
会
に
代
り
、
四
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
こ
の

統
制
総
会
が
一
般
物
資
統
制
機
関
と
し
て
、
華
北
の
各
受
託
業
者
を
傘
下
に
編
成
し
た
。

一
方
華
中
で
は
、
軍
票
撤
収
に
伴
な
い
、
軍
配
組
合
が
そ
れ
ま
で
担
っ
て
い
た
華
中
物
資
調
整
業
務
が
不
要
と
な
る
た
め
、
四
三
年
七

月
に
中
華
日
本
貿
易
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、
直
ち
に
中
支
那
日
本
輸
入
配
給
組
合
連
合
会
(
四
O
年
二
月
設
立
)
を
吸
収
し
、
追
っ
て
周

年
一

O
月
末
に
軍
配
組
合
を
吸
収
し
た
。
軍
配
組
合
は
残
余
資
産
を
人
員
と
と
も
に
、
右
貿
易
連
合
会
に
譲
渡
し
た
。
こ
の
他
に
華
中
で



〈

日

〉

は
迂
政
権
側
の
全
国
商
業
統
制
総
会
が
四
三
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、
物
資
収
買
等
に
動
員
さ
れ
る
体
制
が
築
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
占
領
地
に
お
い
て
も
流
通
統
制
機
構
の
外
観
は
一
応
整
備
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

(

1

)

前
掲
拙
稿
参
昭
一

Q

(

2

)

大
蔵
省
外
資
局
為
替
課
「
中
南
女
ヨ
リ
ノ
輸
入
物
資
一
一
対
ス
ル
為
替
詞
釜
等
ニ
関
ス
ル
外
資
局
長
交
易
局
長
問
中
ム
口
一
一
関
ス
ル
件
」

四
月
二

O
日
蔵
外
為
第
七
五
七
一
号
)
(
大
蔵
省
資
料
Y

(

3

)

大
蔵
省
資
料
。

(

4

)

同
@
一
一
月
一

O
日
の
向
題
の
改
訂
案
で
は
、
朝
鮮
・
台
湾
の
貿
易
統
制
機
関
の
統
合
を
示
唆
し
た
項
は
消
滅
し
て
い
る
@

(
5
〉
閉
鎖
機
関
肇
理
委
員
会
『
閉
鎖
機
関
と
そ
の
特
殊
清
算
円
五
四
年
、
五
七
一

l
七
四
頁
@

(

6

)

「
交
日
明
営
団
ニ
就
テ
」
(
日
銀
外
事
局
-
長
出
仕
回
覧
、
四
コ
一
年
二
月
四
日
)
(
日
本
銀
行
資
料
)
。

(

7

)

設
立
年
月
は
、
中
国
通
信
社
ヱ
ヱ
ス
組
合
総
』
長
』
(
四
二
年
)
、
商
工
行
政
研
究
会
『
戦
時
下
の
商
工
行
政
』
(
四
二
年
)
、
前
掲
『
閉
鎖
機
関
と

そ
の
特
殊
清
算
』
等
に
よ
る
@

(

8

)

前
掲
「
為
替
交
易
調
整
汁
な
お
「
経
済
平
衡
資
金
ニ
関
ス
ル
件
」
(
四
二
年
五
月
五
日
満
州
国
勅
令
第
二
五
号
)
に
よ
る
と
、
「
経
済
部
大
臣

ハ
物
価
ノ
調
節
ヲ
図
ル
為
物
資
ノ
取
扱
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ニ
対
シ
経
済
平
衡
資
金
ト
シ
テ
一
定
ノ
金
額
ノ
納
付
ヲ
命
ジ
又
ハ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
(
第
一

条
)
と
規
定
さ
れ
て
い
た

Q

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
固
定
相
場
制
円
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
後
の
「
満
州
国
」
の
対
外
決
済
」

Q
中
国
研
究
月
報
』
、
四

コ
二
号
、
八
四
年
一
月
)
も
関
説
し
て
い
る

Q

前
述
の
「
為
替
交
易
調
整
金
特
別
会
計
ニ
関
ス
ル
件
」
(
四
二
年
一
一
月
一

O
日
)
で
は
、
対
満
輸

出
調
整
金
の
吸
収
業
務
を
、
四
三
年
度
よ
り
満
州
経
済
平
衡
資
金
か
ら
新
設
特
別
会
計
に
移
管
す
る
旨
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
「
満
州
国
」
側

と
の
妥
協
の
た
め
か
見
送
ら
れ
た
@

(

9

)

朝
鮮
銀
行
調
査
部
『
華
北
ニ
於
ケ
ル
物
資
需
給
統
制
機
構
』
、
四
三
年
、
一
ニ
二
回
頁
。

〈
叩
)
『
中
華
日
本
貿
易
連
合
会
会
報
』
、
四
三
年
一
月
、
一
|
五
頁
@

(
日
)
交
易
営
団
調
査
部
第
三
課
『
華
中
の
集
配
機
構
』
(
四
四
年
〉
が
詳
し
い
。

(
四
三
一
年

為
替
交
易
謂
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用
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為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
歳
入
歳
出

川
一
九
四
三
一
年
度
特
別
含
計
歳
入
歳
出

為
交
会
計
は
四
三
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
、
各
貿
易
統
制
機
関
は
四
半
期
毎
に
調
整
損
益
を
集
計
し
、
次
の
四
半
期
末
に
為
交
会
計
と
の

聞
で
そ
の
清
算
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
四
三
年
度
の
為
文
会
計
に
帰
属
さ
れ
る
貿
易
統
制
機
関
の
損
益
は
、
四
三
年
四
一

二
月
の
取
引
と
な
る
。
な
お
年
度
途
中
の
七
月
よ
り
交
易
営
団
が
営
業
を
開
始
し
た
た
め
、
第
二
・
四
半
期
の
調
整
差
損
益
の
納
付
お
よ

び
補
償
の
開
始
さ
れ
る
第
三
・
四
半
期
末
に
近
い
一
二
月
六
日
に
、
六
人
易
関
係
者
の
整
担
誌
の
報
告
を
指
示
し
た
「
為
替
交
易
調
整
特
刷

会
計
設
置
等
為
替
交
易
調
整
法
ニ
基
ク
報
告
徴
収
等
ニ
関
ス
ル
件
」
(
四
三
年
四
月
一
日
大
蔵
省
令
第
一
七
号
〉
は
改
正
さ
れ
(
四
三
年
一
二
月

一
日
大
蔵
省
令
第
一
一
七
号
〉
、
交
易
関
係
者
に
交
易
営
団
が
追
加
さ
れ
た
。

四
三
年
度
歳
入
予
算
は
(
表
4
)
、
納
付
金
一
百
万
円
、
寄
付
金
六
六
百
万
円
の
調
整
料
収
入
の
他
に
、
四
一

O
百
万
円
の
一
般
会
計
か

ら
の
受
入
も
計
上
し
て
い
た
。

一
販
会
計
よ
り
の
受
入
は
、
納
付
金
と
寄
付
金
だ
け
で
は
と
て
も
補
償
金
を
賄
い
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

た
た
め
で
あ
る
。
歳
出
予
算
は
補
償
金
四
六
八
百
万
円
の
他
に
予
備
費
を
計
上
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
歳
入
決
算
は
納
付
金
二
九
五
百

万
円
、
寄
付
金
一
一
八
百
万
円
で
、
両
者
と
も
予
算
を
大
幅
に
上
回
フ
た
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
受
入
を
一
七
九
百
万
円
に
軽
減
し
、

合
計
五
九
二
百
万
円
と
な
り
、
予
算
を
三
四
百
万
円
上
回
っ
た
。
歳
出
決
算
で
は
補
償
金
が
四
三
二
百
万
円
に
止
ま
り
、

一
六

O
百
万
円

の
歳
入
暫
過
と
な
っ
た

Q

こ
の
額
は
こ
の
特
別
会
計
を
規
定
し
た
先
の
法
律
第
四
条
に
よ
り
、
次
年
度
の
歳
入
に
繰
入
れ
ら
れ
た
。

次
に
調
整
料
収
入
と
補
償
金
の
内
訳
を
検
討
し
よ
う
(
表

5
Y
納
付
金
の
二
九
五
百
万
円
は
、
日
本
・
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
・
華
中

よ
り
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
日
木
内
に
分
類
さ
れ
て
い
る
正
金
の
為
替
差
益
は
三
井
物
産
・
三
菱
商
事
が
従
事
し
た
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
と



為替交易調整特別会計予算決算

(100万円〉

決算 |予算

1211 
46年45年

決算

138.6 

1.5 

137.1 

44年

予算決算

。

一592. 912， 528.6 
295.21 700. 0 

4moh528.6 

432.02，200.0 
28.5 

表4

43年

予算予算

558.1 

81. 6 

66.4 

410.2 

0 。

歳出 計 1558.1

補 償 金 !468.1

国債整理基金繰入|

予備金 190.0

各年度『決算書』による。

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

歳 入 計

約付金

寄付金

借入金

一般会計繰入

雑収入

前年度剰余金

タ
イ
か
ら
撃
中
南
に
輸
入
し
た
外
米
に
ま
つ
わ
る
分
が
含
ま
れ
て
い

る
。
両
商
社
は
右
外
米
輸
入
に
よ
り
価
格
差
益
を
得
て
外
米
差
益
勘

定
を
設
定
し
、
そ
こ
に
繰
入
れ
て
い
た
が
、
正
金
'
b
簡
備
券
一

C
C

円
に
対
し
対
日
一
八
円
相
場
の
と
こ
ろ
を
、
対
南
方
に
限
り
一

O
円

で
輸
入
し
た
た
め
、
八
円
の
為
替
差
益
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
れ
を

両
商
社
の
価
格
差
益
と
並
び
、
為
替
差
益
と
し
て
納
付
し
た
。
し
た

が
っ
て
日
本
の
対
外
輸
出
差
益
と
は
本
来
見
倣
せ
ぬ
性
質
の
も
の
で

あ
る
。
貿
易
統
制
会
は
交
易
営
団
出
現
で
、
吸
収
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
第
三
・
四
半
期
ま
で
納
付
し
て
い
る
の
は
、
同
会
消
滅
後

も
、
各
種
調
整
料
の
統
合
を
同
会
名
儀
で
実
施
し
、
清
算
的
納
付
が

続
い
た
か
ら
で
あ
る
。
交
易
営
団
の
輸
出
差
益
は
第
二
ー
ー
三
・
四
半

期
で
一
八
百
万
円
と
な
っ
た
が
、
外
米
差
益
に
も
及
は
ぬ
額
で
あ
っ

た
。
交
易
苗
団
納
付
金
の
細
目
は
不
詳
で
あ
る
。
他
の
国
内
の
貿
易

統
制
機
関
や
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
に
お
け
る
納
付
金
は
必
ず
し
も

多
く
は
な
い
。
飛
び
抜
け
て
多
額
な
の
は
華
中
の
正
金
の
綿
糸
布
買

上
お
よ
び
上
海
市
場
に
お
け
る
金
塊
売
却
益
で
、
二
二
二
百
万
円
に

達
し
て
い
た
。
こ
れ
は
納
付
金
の
七
割
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
こ
の

一一一一一一
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1943年度為替交易調整特別会計調整料収入

(1，000円〉

金

考備

金立積差格価入

益

輪

差
豆

却

斤

蚕

売
中

産

華

敵

11 

中国向再翰出調整料

42年度調整料積立金

43年積立傘， 42年対日販売諸掛余剰

繰越より

対日調整料I-m
43.8.13前の華北向小麦粉輸出

表 5

寄

額金貿易統制機関等

〈日本内〕

東亜雑穀輸入

日本皮革製品輸出振興

日本綿糸布輸出組合

日本貿易振興

〈関東州〉

関満貿易連合会

(台湾〉

台湾貿易会

〈華北〉

華北石炭}

山東産業j

中央物資対策委員長

華北食糧平衡倉庫

(筆中〉

華中木材統制会

36，384 
2，097 

(65，917) 

1，333 よ海物動物資 I-m (42.10-43.6を

含む〉

上海物動物資 I

軍配組合清算益

棉花調整料I-mと同利息、

381 

2，571 
381 

255 

60，000 

1，329 

華中線材Jえ線材加

ヱ製品配給協議会

上海生ゴム輸入組合

筆中鉄鋼統制協議会

軍配組合

筆中棉花統制会

二
一
四

考

為替差益 I-m
外米差益 I-m

11 1 

I-m 

金

f議

I 117，973 
納付

貿易統制機関等 |金 額」
(日本内) I (65，682) I 
正金銀行 12，952 I 
三井物産 21， 147 

三菱商事 I 842 

貿易統制会 I 9，888 

計(合



地

λ

時
期
に
お
い
て
日
本
の
対
中
国
輸
出
差
益
を
確
保
し
う
る
最
大
の

一
-
材
料

一
車
投
手
段
は
金
塊
輸
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
巾
ょ
う
。
次
に
寄
付
金
を

一

す

悦

一
一
日
苅
み
る
と
、
日
木
内
は
敵
産
売
却
等
の
小
額
の
も
の
し
か
な
い
が
、

一
鯛
劃
台
湾
貿
易
会
は
前
年
度
調
整
料
六
・
一
一
百
万
円
を
寄
付
し
、
前
年

た

照

一
肌
制
度
の
活
躍
を
推
測
し
う
る
。
華
北
で
は
中
央
物
資
対
策
委
員
長
名

一

荻

実

一
を
算
儀
三
六
百
万
円
の
対
日
輸
入
差
益
が
多
額
で
あ
る
。
華
中
で
は
軍

料

。

予

一
一
向
討
鰹
配
組
合
の
前
述
の
解
散
に
伴
う
清
算
益
六

O
百
万
円
が
他
を
圧
し

一
、
の
易

一
体
料
交
て
い
る
。
以
上
の
納
付
金
・
寄
付
金
を
既
観
す
る
と
、
金
塊
売
却

一
回
資
替

ー
欄
糊
簡
を
除
け
ば
、
経
常
的
な
日
本
の
対
占
領
地
輸
出
差
益
の
吸
収
は
乏

一

一

各

い

所

一
出
一
は
な
省
し
か
っ
た
。
金
塊
売
却
か
一
過
的
な
軍
配
組
合
清
算
益
に
依
存
せ

一

2
一

間

し

蔵

一
肌
一
一
向
餓
駄
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
後
の
輪
出
差
益
吸
収
の
困
難
を
予
想
さ
せ
る

一
一
'
は
年

ー

ー

ー

「

L
期
計
四
も
の
で
あ
る
。

半

小

和

郎
知
市
一
方
補
償
金
支
払
を
み
る
と
ハ
表
6
)
、
ほ
と
ん
ど
日
本
内
で
支

年

撃

諜

必
の
替
払
わ
れ
て
お
り
、
交
易
営
団
が
一
八

O
百
万
円
で
突
出
し
て
多
額

，
金
為

は

付

局

直
寄
資
で
あ
る
。
同
営
団
が
納
付
し
た
額
の
一

O
倍
近
い
補
償
金
を
受

，
と
外

]
輔
蹄
ゅ
、
積
極
的
に
輸
入
に
尽
力
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
同
営
団
の

ー

の

大

補
償
金
品
目
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
四
三
年
度
特
別
会
計
補

7 ~12月

仏印石炭4~7 月

満州産竿の実，仏印産トウモロコシ E

-1lI 

軍払下品差益

I-llI 

華北向硫安 I-llI

I-lIl 

I-llI 

2，187 
(1，947) 

497 

1，650 
(3，341) i 

3，341 

(1， 664) 

1，664 
(222，601) 
222，601 

18，631 
25 

10 

交易営団

日本石炭

日本飼料統制

帝国油糧統制

〈朝鮮〉

朝鮮貿易振興

朝鮮東亜貿易

〈台湾〕

台湾貿易会

(関東州〉

関満貿易連合会

(華中〉

正金銀行

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

(合

綿糸布買上用金及上海市場金売却益

(43.2まで〉

計〉

五



(1. 000円〉

|金額|
(412，589) 

26，691 

738 

13，381 

2，002 
35，000 

450 

2，505 
4，069 
47，500 
3，062 
6，231 
7，000 

24，000 
700 

55 

2，450 

53，000 

1943年度為替交易調整特別会計補償金支出表 8

立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
一
号
(
一
九
八
五
年
)

考

1-][ 

I 

11 

43.4-7 

1-H 

E 

43，4-8 

43，4-7 

I 

11 

43.4-8 

43.4-7 

43.4.1-4.25 

43.4-8 

11 

t鷺

1-][ 

貿易統制機関等

正金銀行

華北雰土鉱業

日本飼料統制

日本皮革

日本石炭

華北重石鉱業

有機肥料配給

東亜植物油

日本蛍石

日本棉花輸入統制

東亜食肉輸入

日満商事

鉄鋼販売統制

鉄鋼原料統制

H-][ 

I 

43.4.1-4.25 

528 

180，000 
2，690 
140 

大日本燐鉱

交易営団

東亜羊毛翰入

三菱マグネシウム鉱業

11 

11 

(16，156) 
(3，219) 

竺竺j

東洋金属

満州、|雑穀朝鮮輸入事務所

(日本内〉

為替差損

禁土頁岩

飼料

皮革類

石炭

マンガン鉱

大豆油粕

有機肥料

油脂原料

蛍石

民需棉花

軍需棉花

棉花

食肉

硫安

鋼材

鉄屑，鉄鉱石，銑鉄，鏑

半製品

燐鉱石

各商品

羊毛

塩化マク'ネシウム，カー

ナライト

苦汁，カーナライト

油粕

(朝鮮〉

〈台湾〉

目品

一
一
一
六

(合計〕

表 5と同じ。



償
額
の
う
ち
概
算
払
い
で
石
炭
六
六
百
万
円
・
棉
花
四

O
百
万
円
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
交
易
営
団
取
扱
品
目
も
こ
の
間
品
目
が
中
心
で

あ
勺
一
U
o

こ
れ
以
外
に
は
日
本
飼
料
統
制
・
日
本
石
炭
・
東
亜
食
物
油
・
日
本
棉
花
輸
入
統
制
・
鉄
鋼
原
料
統
制
の
各
機
関
の
取
扱
が
多

い
が
、
そ
の
う
ち
棉
花
・
石
炭
等
は
交
易
営
団

ι取
扱
が
統
合
さ
れ
、
第
二
・
四
半
期
以
降
残
る
機
関
は
少
い
。
正
金
の
為
替
差
損
補
償

は
、
先
述
の
華
中
対
日
輸
出
為
替
差
損
補
償
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
交
易
営
団
に
統
制
機
関
が
統
合
さ
れ
る
中
で
、
種
々
の

品
目
が
輸
入
価
格
差
損
を
補
償
さ
れ
た
事
実
が
確
認
で
き
よ
う
。

他
に
四
三
一
年
度
中
の
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
交
易
営
団
は
四
三
年
一

O
月
に
為
交
会
計
と
受
払
す
る
た
め
の
、
輸
入
差
益
の
入
金

ま
で
の
輸
出
差
損
補
償
金
交
付
の
繋
ぎ
資
金
と
し
て
、
正
金
・
朝
鮮
銀
行
(
以
下
朝
銀
と
略
記
)
と
融
資
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
準

じ
四
四
年
一
尽
に
、
①
日
本
飼
件
統
制
会
在
、
②
有
機
肥
料
枕
制
会
社
、
③
朝
鮮
東
亜
貿
易
会
社
、
④
台
湾
貿
易
会
も
、
同
一
条
件
で
繋

ぎ
資
金
調
達
を
大
蔵
省
よ
り
認
め
ら
れ
た
。
借
入
先
は
①
②
が
華
北
で
正
金
・
朝
銀
、
華
中
で
正
金
、
①
が
朝
銀
、
④
が
台
湾
銀
行
で
あ

っ
た
。
こ
の
他
に
為
交
会
計
に
よ
る
調
整
料
課
咋
は
、
四
四
年
度
第
四
・
四
半
期
よ
り
、
関
内
向
輸
出
差
益
を
輸
出
後
直
ち
じ
徴
収
し
、

輸
入
差
損
に
振
向
け
る
特
定
九
品
目
に
限
る
「
E
号
指
図
書
」
に
よ
る
調
整
に
着
手
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
華
北
交
易
統
制
総
会
・
中
華
日

本
貿
易
連
合
会
と
各
傘
下
貿
易
機
関
が
、
交
易
首
団
の
現
地
受
託
業
者
と
し
て
、
輸
入
品
販
売
及
び
手
形
決
済
と
同
時
に
、
交
易
営
団
現

地
預
金
口
座
に
振
込
み
、
営
団
は
そ
れ
を
直
ち
に
東
京
へ
移
し
て
、
輸
入
差
損
に
充
当
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
輸
出
墾
益
の
早
期
吸
収
策

が
、
奔
騰
す
る
占
領
地
物
価
に
対
処
し
て
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ω一
九
四
四
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出

四
四
年
度
為
交
会
計
予
算
案
は
、
八
四
議
会
民
四
四
年
一
月
一
二
日
に
提
出
さ
れ
、
両
院
議
決
を
経
て
二
且
一
五
日
に
公
布
さ
れ
、
囚

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
歳
入
予
算
の
う
ち
調
整
料
収
入
は
二
、
五
二
八
百
万
円
、
そ
の
う
ち
納
付
金
七

O
O百
万
円
、
寄
付
金
五

O

為
替
交
易
謂
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

二
一
七
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二
一
八

百
万
円
、
借
入
金
て
七
七
人
百
万
円
と
い
う
構
成
で
、
借
入
金
に
強
く
依
存
し
た
予
算
が
編
成
さ
れ
た
(
表

4
Y
こ
の
借
入
金
は
輸
入

補
償
金
が
納
付
金
と
寄
付
金
を
大
幅
に
上
回
る
と
見
込
ま
れ
た
た
め
、
前
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
代
え
て
計
上
さ
れ
た
。

一
方

歳
出
予
算
の
う
ち
補
償
金
は
二
、
ニ

O
O百
万
円
と
見
積
ら
れ
て
い
た
。
他
に
右
の
借
入
金
利
子
の
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入

も
計
上
さ
れ
て
い
た
。
な
お
補
償
金
支
出
に
当
っ
て
は
、
右
予
算
と
同
時
に
公
布
さ
れ
た
「
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ベ
キ
契
約
ヲ
ナ

ス
ヲ
要
ス
ル
件
」
に
よ
っ
て
、
次
年
度
に
わ
た
り
、
為
替
・
貿
易
上
の
損
失
を
補
償
す
る
た
め
、
総
額
二
八
億
円
の
契
約
を
次
年
度
に
渡

る
国
庫
負
担
と
し
て
、
四
四
年
度
に
締
結
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
国
庫
負
担
補
償
枠
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
た
。

次
に
歳
入
決
算
を
み
る
と
(
表
4
〉
、
合
計
で
予
算
の
半
分
で
、
し
か
も
借
入
金
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
補
償
金
財
源
確
保
の
た

め
の
困
難
は
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
他
に
納
付
金
は
予
算
の
半
分
の
三
四
五
百
万
円
で
あ
っ
た
の
に
、
寄
付
金
は

予
算
の
一
七
倍
の
八
六
七
百
万
円
で
、
外
地
で
の
差
益
吸
収
が
進
展
し
た
こ
と
を
告
げ
よ
う
。
ま
た
前
年
度
決
算
剰
余
金
が
繰
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

一
方
歳
出
決
算
で
は
、
補
償
金
が
予
算
の
六
割
の
一
、
コ
二
五
百
万
円
に
止
ま
り
、
そ
の
た
め
、
五
八
百
万
円
の
決
算
剰
余
が

生
じ
、
翌
年
度
の
歳
入
に
繰
入
れ
る
と
さ
れ
た
。

四
四
年
度
の
納
付
金
、
寄
付
金
、
補
償
金
の
全
般
を
示
す
資
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
第
三
・
四
半
期
末
現
在
の
資
料
が
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
概
要
を
知
り
う
る
。
ま
ず
納
付
金
は
ハ
表
7
)
、
日
本
内
で
は
中
央
食
糧
営
団
の
華
北
小
麦
粉
輸
出
差
益
と
交
易
営
団
扱
分

が
多
額
で
あ
る
。
他
に
三
井
物
産
・
三
菱
商
事
の
前
年
度
同
様
の
外
米
差
益
と
、
そ
れ
に
伴
な
う
正
金
の
為
替
差
益
も
納
付
さ
れ
た
。
金

額
で
九
割
以
上
を
占
め
る
の
が
、
前
年
度
同
様
に
、
正
金
の
金
塊
売
却
差
益
で
、
三

O
二
百
万
円
に
達
し
、
政
府
保
有
金
塊
の
上
海
市
場

時
価
売
却
は
多
額
の
差
益
を
生
ぜ
し
め
た
。
な
お
台
湾
重
要
物
資
営
団
(
四
四
年
一
月
設
立
)
は
台
湾
貿
易
会
が
改
組
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
寄
付
金
を
み
る
と
、
日
本
内
は
無
視
し
て
よ
く
、
華
北
の
中
央
物
資
対
策
委
員
長
も
注
目
さ
れ
る
が
、
貿
易
差
益
と
し
て
は
、
固
定



表
7

1944
年

度
為

替
交

易
調

整
特

別
会

計
調

整
料

収
入

(1944
年
12
月
末
現
在
)

(1
，000

円
)

納
付

貿
易

統
制

機
関

等
「

豆
一

額
i

金一備
考

貿
易

統
制

機
関

等
日-il

金

備
考

(
日
本
内
〉

(
日
本
内
〉

(48) 

中
央

食
糧

営
団

13
，223 

143.8-44.7
華

北
向

小
麦

粉
差

益
繊

維
製

品
輸

出
振

興
48 

1敵
産

買
上

売
却

設

三
井

物
産

4
，435 

144. 1
-
5
外

米
差

益
〈
華
北
〉

(1
5
，445) 

三
菱

商
事

2
，139 

4
4
.
1
-
7
 

11 
中

犬
物

資
対

策
委

員
長

15
，445 

143. 
W
調
整
料
，

43. 
1
 -
]
[
同
利
子

正
金

1
，451 

43. 
W

為
替

差
益

(
華
中
〉

(796
，722) 

帝
国

泊
糧

統
制

412 
満

州
大

豆
粕

補
償

積
立

金
中

支
那

日
本

輸
入

配
給

1
，894 

積
立

調
整

料
組

合
連

合
会

Jヱ関』
ヰ
西

青
果

物
輸

出
協

6
 
青

島
向

青
果

物
差

益
上

海
生

ゴ
ム

輸
入

組
合

207 
43. W

調
盤

料

鉄
鉱

販
売

統
制

1
，669 

43
年

分
対

満
輸

出
鋼

材
差

益
華

中
亜

鉛
鉄

板
協

議
会

72 
11 

交
易

営
団

12
，170 

43. 
W

価
格

差
益

売中
文

セ
メ

ン
ト

製
造

販
1
，092 

11 

(
朝
鮮
〕

(783) 

朝
鮮

交
易

783 
43. 

W
 価

格
差

益
寧

配
組

合
548

，987 
清
算
主
主

(
台
湾
〕

(3
，104) 

11 
3
，478 

43.11
以

降
調

整
料

と
同

利
子

台
湾

重
要

物
資

営
団

3
，104 

43. 
W
-
4
4
.
 n

価
格

差
益

と
利

子
中

華
日

本
貿

易
連

合
会

35
，882 

積
立

調
整

料

(
華
中
)

(302
，255) 

11 
119

，983 
4
3
.
1
1
-
4
4
.
8

の
軍

配
引

継
商

品
売

却
益

正
金

302
，255 

4
4
.
3
-
6

上
海

市
場

操
作

用
金

塊
売

金
銀

運
営

会
85

，125 
金

製
品

売
却

益
却

益

(
合
計
〕

341
，647 

1
 

(
合
計
〉

812
，215 

I
-
W
は
年
度
各

4
半
期
，
帝
国
油
糧
統
制
に
台
湾
分

13
千
円
を
含
む
。
大
蔵
省
外
資
局
『
第

86
議
会
参
考
書
~

45
年

1
月。

:il(f抑制的思制~~~1-1;j;;;
G:稲嗣...1J'制限

1
1
1
~
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1944年度為替交易調整特別会計補償金支出

(1944年12月末現在) (1，000円〕

(841，125) 1 

114 143.4-7 

1， 592 143.4-8 

25， 008 143 1 -44 H 

41 1441 

1，899 143N -44 H 

146 143.4-7 

44 143N 

453 ト431

28，775 143N満州，仏印，海市島分

170，000 143N蒙彊， 王手jじ，卒中

601，051 同 I-H

1，376 同31

1，182 同3.4-7

9，240 143ill-N 

150 同3.10-44.41保険事故損失金

52 143.4-7 

(11，182) I 
11， 182 143 1 -N 

(5，681) ! 

5，681 ↓43N-441 

(10，110) 
10，000 144 H 

110 144H 

868，098 

表 8

(日本内〉

食 肉 |東亜食肉輸入

植物油脂及原料|東亜植物油指原料輸入

飼料 |日本飼料統制

石綿 i満州石綿

為替差損 |正金

粒 鉄 |日満商事

ナフタリン 11 

蛍石 |日本蛍石統制

各商品 l交易営団

棉花 |日本棉花輸入統制

石炭 旧本石炭

肥料 !日本肥料

i雨降鉱石 |華中鉱業

(朝鮮〕

各商品

〈台湾〕

各商品

(華北〕

各商品

飼料

〈合計) I 

表7と同じ。

考備額金貿易統制機関等

朝鮮交易

目品

台湾璽要物資営団

交易営団

口本飼料統制

二
二

O



相
場
の
下
!
で
の
物
価
騰
貴
の
よ
り
顕
著
な
華
中
の
そ
れ
が
、
多
額
と
な
ろ
う
。
中
華
日
本
貿
易
連
合
会
の
調
整
料
寄
付
は
三
五
百
万
円
に

及
ん
だ
。
だ
が
そ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
寄
付
と
し
て
、
軍
配
組
合
の
清
算
益
五
む
七
百
万
円
と
、
そ
の
引
継
物
資
処
分
益
一
一
九
百
万
円

が
あ
り
、
前
年
度
同
様
に
、
軍
配
組
合
の
遺
産
を
喰
潰
し
な
が
ら
歳
入
に
充
て
て
い
た
こ
と
を
告
げ
よ
う
。
他
に
注
目
す
べ
き
は
、
金
銀

運
苗
会
に
よ
る
。
や
は
り
金
製
品
売
却
益
八
五
百
万
円
で
、
差
益
吸
収
策
と
し
て
、
金
塊
は
極
め
て
有
力
で
あ
り
た
。

他
方
補
償
金
の
支
出
先
を
み
る
と
ハ
表
8
)
、
日
本
内
で
は
交
易
営
団
扱
の
各
商
品
が
突
出
し
て
多
額
で
、
四
三
年
度
第
四
・
四
半
期
か

ら
四
四
年
度
第
ニ
・
四
半
期
で
七
九
九
百
万
円
の
補
償
金
を
受
給
し
た
。
そ
れ
は
日
本
内
補
償
金
の
九
五
銘
に
達
し
て
い
る
。
交
易
営
団

補
償
金
の
品
目
の
細
目
は
不
詳
だ
が
、
四
四
年
度
に
概
算
払
と
し
て
石
炭
一
三
六
百
万
円
、
棉
花
三
ニ
三
百
万
円
が
確
認
さ
材
、
や
は
り

こ
の
両
者
が
主
力
品
目
で
あ
っ
た
。
仰
に
は
日
本
肥
料
統
制
の
二
五
百
万
円
、
日
本
肥
料
の
九
百
万
円
が
無
視
し
難
い
。
外
地
で
は
華
北

の
交
易
営
団
の
一

O
百
万
円
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
華
北
に
お
い
て
対
日
輸
出
差
損
を
補
償
し
た
も
の
で
、
日
本
の
輸
入
差
損
補
償

は
白
木
内
に
止
ま
ら
ず
、
占
領
地
で
も
与
え
ら
れ
、
貿
易
調
整
制
度
が
一
層
複
雑
化
し
た
こ
と
を
告
げ
よ
う
。
朝
鮮
・
台
湾
に
お
け
る
補

償
金
も
増
大
し
て
い
た
。

し
か
し
占
領
地
物
価
の
暴
騰
は
止
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
四
四
年
六
月
の
物
価
指
数
ば
、
北
京
二
、

一
五
六
、
上
海
ニ
ニ
、
九
二
三
を
示

亜
省
支
那
事
務
局
・
商
工
省
交
易
局
「
「
帝
国
ト
支
那
ト
ノ
交
易
ニ
関
ス
ル
事
項
」
処
理
要
領
」

し
、
そ
の
た
め
に
占
領
地
に
お
け
る
価
格
差
現
地
調
整
措
置
の
採
用
に
移
る
。
す
な
わ
ち
四
四
年
七
月
一
日
に
、
大
蔵
省
外
資
局
・
大
東

(
6
)
 

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
般
物
資
輸
出
は
日
本
内
適
正
価
格
で
輸
出
し
、
そ
れ
を
総
て
現
地
市
価
で
販
売
し
、
輸
出
差
益
を
確
保
す
る
。
こ
の
差
益
は
日
本
に
回

金
せ
ず
に
お
く
。
輸
入
は
日
本
内
適
正
価
格
か
ら
逆
算
し
た
現
地
F
O
B
価
格
を
設
定
し
、
現
地
F
O
B
価
格
と
現
地
市
価
と
の
差
を
翰

入
差
損
と
し
て
現
地
輸
入
業
者
に
補
償
す
る
。
そ
の
際
に
交
易
営
団
等
の
貿
易
統
制
機
関
の
輸
入
差
益
の
現
地
勘
定
残
高
が
あ
れ
ば
そ
こ

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

一一一一一
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か
ら
支
払
い
、
不
足
す
れ
ば
占
領
地
日
本
側
銀
行
よ
り
借
入
す
る
と
し
た
。
こ
の
差
益
は
①
交
易
営
団
・
②
台
湾
重
要
物
資
営
団
・
③
朝

鮮
交
易
会
社
・
①
中
央
食
塩
営
団
か
ら
徴
収
し
、
差
損
は
①
①
③
と
⑤
日
本
肥
料
会
社
・
①
日
本
飼
料
統
制
会
社
が
補
償
を
受
け
た
。
こ

の
措
置
に
よ
っ
て
先
の
(
表
8
)
占
領
地
に
お
け
る
交
易
営
団
他
の
補
償
金
の
交
付
が
発
生
し
た
。
従
っ
て
四
四
年
度
第
四
・
四
半
期
以

後
、
占
領
地
に
お
け
る
補
憤
全
交
付
額
は
急
増
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
輸
入
差
損
の
占
領
地
通
貨
に
よ
る
補
償
が
開
始
さ
れ
た
た
め

に
、
四
四
年
七
!
一

O
Rに
、
こ
れ
ら
貿
易
統
制
機
関
は
為
交
会
計
補
償
金
の
繋
ぎ
資
金
と
し
て
、
華
北
で
正
金
・
朝
銀
よ
り
連
銀
券
を
、

華
中
で
正
金
よ
り
儲
備
券
を
各
々
借
入
す
る
契
約
を
交
し
た
。
右
両
銀
行
は
預
け
合
契
約
に
よ
り
、
連
銀
券
ま
た
は
儲
備
券
を
必
要
な
だ

ハ
8
〉

け
調
達
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
価
格
差
現
地
調
整
措
置
は
、
四
四
年
二
一
月
一
八
日
の
大
蔵
省
・
大
東
亜
省
間
申
合
「
支
那
向
開
発
資
材
ノ
価
格
調
整
ニ
関

ス
ル
件
」
で
、
従
来
の
一
般
物
資
か
ら
開
発
物
資
に
ま
で
調
整
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
占
領
地
開
発
資
材
へ
の
大
幅
優
遇
は
看
過
さ
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
は
四
五
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
輸
出
価
格
は
、
華
北
向
が
現
地
F
O
B
の
五

O
M、
辛
中
向
は
七
五
彪
に
手

心
を
加
え
ら
れ
、
実
際
に
は
ま
だ
占
領
地
開
発
資
材
は
好
遇
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
日
本
と
関
内
占
領
地
と
の
実
際
の
価
格
調
整
は
、
輸
出
の
場
合
、
日
本
の
国
内
輸
出
品
価
格
に
適
玉
利
潤
・
運
賃
諸
掛
を
加

算
し
、
輸
出
先
の
買
取
価
格
と
の
差
を
調
整
料
と
し
て
吸
収
し
、
輸
入
の
場
合
、
輸
入
先
の
価
格
に
運
賃
諸
掛
を
加
算
し
て
、
輸
入
後
の

日
本
内
販
売
価
格
と
の
差
額
を
補
償
し
た
。
こ
の
操
作
に
よ
る
貿
易
品
別
の
日
本
・
占
領
地
価
格
関
係
か
ら
、
品
目
別
為
替
相
場
が
逆
算

さ
れ
う
る
。
こ
の
逆
算
相
場
が
表
・

9
の
如
く
現
実
に
機
指
し
て
い
た
。
公
定
相
場
か
ら
遊
離
し
た
品
目
別
の
連
銀
券
お
よ
び
儲
備
券
逆

算
相
場
は
、
占
領
地
物
価
騰
貴
に
従
い
、
激
し
く
切
下
げ
ら
れ
て
い
く
。
品
目
に
よ
り
か
な
り
の
幅
が
認
め
ら
れ
る
が
、
事
北
で
は
連
銀

券
一

O
O円
に
対
し
、
四
三
年
上
期
平
均
日
本
円
一
一
・
八
円
が
四
五
年
一

i
三
月
で

0
・
六
一
円
へ
と
ニ

O
分
の
一
に
減
価
し
、
華
中



〈円〉

i19451~ 
3平均

主要商品対日逆算相場表 9

下

(華北〉

綿 糸 9.45 5.01 2.06 0.90 0.20 

麦 4.85 3.08 2.12 0.56 

麦 粉 5.54 2.84 1. 88 0.53 

落 花 生 i由 9.70 4.26 1. 97 0.55 

胡 麻 泊 16.66 9.88 3. 77 1. 89 0.58 

金 条 15.82 9.52 5.89 1. 80 0.65 

平 土句 11. 89 7.79 3.65 1. 76 0.61 

〈華中〕

綿 糸 2.00 1. 50 0.23 o. 15 0.04 

食 米 2.83 1. 36 0.52 0.24 0.04 

麦 粉 1. 53 0.66 0.33 0.03 
砂、 糖 0.46 0.18 0.17 0.03 

大 豆 油 0.86 0.37 0.21 0.05 

金 条 3.66 1. 80 1. 06 0.36 0.01 

平 土句 2.83 1. 25 0.50 0.24 0.03 

平均/18円 % 15.72 6.94 2. 77 1. 35 0.18 

1944上下1943上
為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

華北は連銀券，華中は儲備券 100円に対する相場。

大蔵省外資局為替課「中北支，主要商品等対日逆算比率J，45年 3月30日現在(大蔵省資料〉

で
は
儲
備
券
一

0
0円
に
対
し
平
均
二
・
八
三
円

か
ら

0
・
0
三
円
へ
、
ほ
ぼ
一

O
O分
の
一
に
減

価
し
、
そ
の
た
め
こ
の
間
に
価
格
調
整
に
動
員
さ

れ
る
資
金
は
、
勢
い
急
増
を
逐
げ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

川
一
九
四
五
年
度
特
別
会
計

歳
入
歳
出

四
五
年
度
特
別
会
計
予
算
は
、
四
五
年
二
月

五
日
に
第
八
六
議
会
に
お
け
る
両
院
の
議
決
を
経

て
公
布
さ
れ
た
。
歳
入
予
算
は

(表
4
〉
、

総
額

一ニ、

O
四

O
百
万
円
の
う
ち
納
付
金
八

O
O百
万

円
、
寄
付
金
一

O
O百
万
円
、
借
入
金
二
、

四

O
百
万
円
と
い
う
構
成
で
、
更
な
る
急
増
が
見
込

ま
れ
る
補
償
金
の
財
源
と
し
て
、
借
入
金
で
乗
り

切
る
方
針
で
あ
っ
た
。

歳
出
予
算
は
補
償
金
が

二
、
五

O
O百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算

を
三

O
O百
万
円
上
回
っ
て
い
た
。
財
源
を
借
入

一一一一一一
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二
二
四

金
に
依
存
す
る
た
め
、
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
借
入
金
利
子
支
払
が
四

O
百
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

一
方
歳
入
決
算
を
み
る

と
、
総
額
一
、
五
四
六
百
万
円
で
、
そ
の
う
ち
納
付
金
は
僅
か
に
一
二
百
万
円
で
、
寄
付
金
が
、

一
、
五
一
五
百
万
円
に
達
し
、
ほ
ぼ
四

五
年
一
|
八
月
の
輸
出
に
伴
な
う
寄
付
金
だ
け
で
、
前
年
度
寄
付
金
の
一
・
七
倍
に
達
し
、
占
領
地
に
お
け
る
輸
出
価
格
差
益
が
一
層
増

幅
さ
れ
た
。
他
に
前
年
度
決
算
剰
余
金
入
、
二
八
三
百
万
円
の
受
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
前
年
度
剰
余
金
は
五
八
、
二
八
三
千
円
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
五

O
百
万
円
の
四
五
年
度
歳
入
繰
入
は
見
送
ら
れ
た
。
歳
出
決
算
で
は
、
補
償
金
が
て
四
一
七
百
万
円
支
出
さ
れ
た

が
、
そ
れ
も
前
年
度
を
上
回
る
規
模
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
水
膨
れ
し
た
寄
付
金
と
補
償
金
の
詳
細
が
確
認
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
告
げ
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
四
五
年
度
決
算
剰
余
金
一
三
七
百
万
円
は
翌
年
度
歳
入
に
繰
入
れ
ら
れ
、
決
算
を
終

了
し
た
。

四
五
年
度
に
な
っ
て
、
戦
況
の
明
確
な
敗
色
と
輸
送
船
の
欠
如
の
た
め
、
四
五
年
六
月
に
は
軍
船
輸
送
品
に
も
価
格
調
整
を
実
施
し
、

交
易
営
団
の
要
託
扱
と
し
て
統
制
下
に
組
入
れ
ら
れ
る
に
至
小
点
。
こ
う
し
て
調
整
料
吸
収
の
網
目
は
、
貿
易
量
の
衰
徴
の
中
で
細
か
く

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
前
年
度
ま
で
に
み
ら
れ
た
金
塊
売
却
収
入
は
、
以
下
で
述
べ
る
外
資
金
庫
と
の
関
係
で
ほ
ぼ
消
滅
し
、
四
五

年
度
調
整
料
収
支
は
、
日
本
内
・
占
領
地
に
お
け
る
交
易
営
団
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
統
制
機
関
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
為
交
会
計
の
運
用
は
、
敗
色
と
物
価
激
騰
の
前
で
は
無
力
で
あ
り
、
金
額
が
水
膨
れ
す
る
だ
け
の
貿
易
は
決
定
的
に

衰
退
し
て
い
た
(
表
1
・
表
3
Y

と
こ
ろ
で
占
領
地
物
価
激
騰
の
結
果
と
し
て
、
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
負
担
は
急
増
し
た
。
そ
れ
に
対
処
し
て
、
預
け
合
に
よ
り
現

地
通
貨
を
調
達
す
る
正
金
・
朝
銀
と
日
本
政
府
と
の
聞
に
中
間
計
算
機
関
を
設
け
、
そ
れ
に
調
整
措
置
を
講
、
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
外

資
金
庫
が
そ
れ
で
あ
り
、
「
外
資
金
庫
法
」
(
四
五
年
二
月
九
日
法
律
第
二
号
)
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
大
蔵
省
内
に
三
月
一
日
に
開
業
し
た
〈
理



こ
の
外
資
金
庫
は
貿
易
外
収
支
を
調
整
す
る
機
関
で
あ
り
、
既

存
の
貿
易
収
支
調
整
に
従
事
し
て
き
た
為
交
会
計
に
、
新
た
に
「
外
資
金
庫
ノ
機
能
ヲ
営
マ
シ
ム
ル
コ
ト
適
当
ナ
一
戸
川
ご
と
大
蔵
省
外
資

事
長
大
蔵
次
官
)
。
た
だ
し
専
従
職
員
は
な
く
、
帳
簿
上
の
機
関
に
近
い
。

局
は
考
え
て
い
た
。
だ
が
設
立
さ
れ
た
外
資
金
庫
は
、
日
本
の
物
件
費
に
関
わ
る
軍
事
送
金
へ
の
補
給
金
支
出
、
す
な
わ
ち
実
質
的
な
日

本
円
為
替
相
場
の
大
幅
引
上
げ
を
お
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
敗
戦
直
前
直
後
に
そ
れ
ま
で
累
積
し
た
朝
銀
・
正
金
の
対
連
銀
預
け
合
債

務
一
五
六
億
円
と
正
金
の
対
儲
備
銀
預
け
合
債
務
二
・
九
兆
円
を
金
塊
の
現
地
時
価
売
却
に
よ
る
差
益
で
一
括
処
理
し
た
。
そ
の
た
め
も

あ
り
外
資
金
庫
に
金
塊
売
却
収
入
が
集
中
さ
れ
る
。
外
資
金
庫
が
寄
付
を
受
け
た
金
塊
処
分
差
益
五
八
一
二
、
九
五
二
百
万
円
は
、
主
と
し

て
預
け
合
債
務
決
済
用
に
日
本
政
府
が
現
送
し
た
金
塊
処
分
に
よ
る
在
文
資
金
運
用
勘
定
よ
り
の
五
七
二
、
二
五
二
百
万
円
の
他
に
、
既

述
の
正
金
事
中
特
別
円
設
定
後
の
保
有
金
塊
処
分
の
法
幣
資
金
運
用
勘
定
(
四
五
年
八
月
一
日
に
在
支
資
金
運
用
勘
定

ι
切
替
え
ら
れ

一
七
五
百
万
円
と
為
交
会
計
よ
り
の
五
二
四
百
万
円
が
あ
る
。
こ
の
為
交
会
計
の
額
は
、
表
5
・
表
7
の
正
金
に
よ

る
金
塊
処
分
品
左
益
寄
付
の
合
計
に
合
致
し
、
金
銀
運
営
会
の
分
は
除
外
さ
れ
て
山
点
。
四
五
年
度
は
為
交
会
計
歳
入
に
お
い
て
、
末
期
的

る
)
よ
り
の
一
一
、

な
物
価
騰
貴
の
中
の
金
塊
売
却
益
の
寄
付
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
為
交
会
計
の
金
塊
売
却
益
寄
付
は
、
外
資
金
庫
の
受
け
た
巨
額
の

金
塊
売
却
益
の
中
で
微
々
た
る
額
に
す
ぎ
な
い
が
、
四
五
年
度
為
交
会
計
補
償
金
の
七

O
%に
達
し
、
四
五
年
度
調
整
料
収
入
の
大
部
分

は
、
占
領
地
へ
の
軍
事
送
金
の
補
償
金
に
充
当
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
貿
易
外
の
軍
事
送
金
の
補
填
の
た
め
に
、
為
交
会
計
の
四

五
年
度
調
整
料
収
入
の
大
部
分
が
投
入
さ
れ
た
事
態
は
、
占
領
地
へ
の
輸
出
差
益
吸
収
に
よ
る
輸
入
確
保
と
い
う
当
初
の
方
針
が
放
棄
さ

れ
、
破
局
的
な
イ
ン
フ
レ
の
中
で
の
軍
事
占
領
状
態
維
持
優
先
策
の
現
れ
と
見
倣
さ
れ
、
為
交
会
計
は
そ
の
運
営
の
末
期
に
お
い
て
、
そ

の
性
格
安
』
決
定
的
に
変
質
さ
せ
て
い
た
。

(
1〉

前
掲
「
為
替
交
易
調
整
」
。
外
米
勘
定
の
為
交
会
計
へ
の
繰
入
に
関
し
、
農
林
・
大
東
亜
両
省
と
繰
入
額
等
に
関
し
申
合
が
な
さ
れ
た
(
大
蔵
省

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

ヤ

エL
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一一一一六

外
資
局
為
替
課
「
外
米
特
別
勘
定
残
高
ノ
特
別
会
計
へ
ノ
繰
入
ニ
関
ス
ル
関
係
諸
省
ト
申
合
」
(
四
三
年
五
月
一
一
一
日
蔵
外
為
第
八
八
七
六
号
)
)

(
大
蔵
省
資
料
)
@

(

2

)

「
交
易
会
計
」
、
日
付
不
詳
(
同
〉
@

(
3
)

大
蔵
省
外
資
局
「
交
易
営
団
以
外
ノ
交
易
関
係
者
ノ
交
易
土
生
ズ
ル
価
格
差
損
ニ
充
当
ス
ル
為
ノ
借
入
ニ
関
ス
ル
件
」
ハ
四
四
年
一
月
一

O
日

外
第
一
二
号
)
(
同
)
。

(

4

)

「
交
易
営
団
ノ
対
支
輸
出
方
式
細
目
決
定
一
一
関
ス
ル
申
合
ノ
件
」
(
四
四
年
二
月
二
四
日
大
蔵
省
外
資
局
長
・
大
東
亜
省
支
那
事
務
局
長
・
商

ヱ
省
交
易
局
長
閑
申
合
〉
(
同
)
@

(

5

)

前
掲
「
交
易
会
計
」
。

(

6

)

大
蔵
省
資
料
。

(

7

)

前
掲
「
毎
半
季
為
替
及
金
融
報
告
」
、
六
七
一

i
七
二
頁
。
た
だ
し
台
湾
重
要
物
資
営
団
と
台
湾
銀
行
と
の
聞
に
契
約
は
交
さ
れ
た
ち
の
の
、

同
営
団
儲
備
券
が
潤
沢
な
た
め
貸
出
さ
れ
ず
に
終
る
(
台
湾
銀
行
史
編
纂
委
員
会
『
台
湾
銀
行
史
』
、
六
四
年
、
七
七
Q

|
七
三
頁
Y

(

8

)

預
け
合
に
関
し
て
は
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
凶
「
臨
時
軍
事
費
」
、
前
掲
『
戦
時
通
貨
工
作
史
論
』
、
お
よ
び
前
掲
「
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
中

国
占
領
地
の
通
貨
金
融
工
作
」
等
を
参
照
@

(
9
〉
大
蔵
省
資
料
。

(
同
〉
交
易
営
団
企
画
部
「
支
那
一
一
向
ケ
軍
船
ニ
依
リ
輸
送
セ
ラ
ル
ル
物
資
及
従
来
軍
需
品
証
明
ニ
依
リ
輸
出
シ
唐
リ
タ
ル
物
資
等
ニ
対
ス
ル
価
格
調

整
等
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
、
四
五
年
五
月
二

O
日
(
同
)

Q

〈
日
)
大
蔵
省
外
資
局
「
外
資
金
庫
法
案
関
係
想
定
質
問
事
項
」
、
四
五
年
一
月
号
秋
元
文
書
』
一
六
七
)
。

(
ロ
)
前
掲
『
覚
書
終
戦
財
政
始
末
』
川
「
終
戦
と
軍
一
帯
借
入
金
の
弁
済
」
、
六

O
年
、
二
一
三
頁
@
な
お
こ
れ
を
み
る
限
り
、
前
掲
問
昭
和
財
政
史
』

ω
「
臨
時
軍
事
費
」
で
、
外
資
金
庫
収
入
項
目
と
し
て
傘
銀
運
営
会
か
ら
の
差
益
納
付
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
(
三
八

O
頁
)
、
同
会
の
外
資
金
庫

へ
の
寄
付
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

Q

な
お
『
昭
和
財
政
夫
』
仙
と
同
様
の
記
述
が
宇
佐
美
誠
次
郎
「
日
本
戦
時
財
政
史
の
一
断
章
」
で

も
与
え
ら
れ
て
お
り
、
外
資
金
庫
に
つ
い
て
の
示
唆
に
富
む
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
@



お
わ
り
に

太
平
洋
戦
争
期
の
占
領
地
に
お
い
て
、
保
価
政
権
の
発
券
機
能
を
預
け
合
契
約
に
よ
り
事
実
上
剥
奪
し
、

一
方
的
な
主
と
し
て
日
本
軍

隊
関
係
の
現
金
供
給
に
よ
り
、
占
領
地
物
価
は
奔
騰
を
続
け
た
。
日
本
内
に
物
価
騰
貴
を
波
及
さ
せ
ず
、
占
領
地
と
の
貿
易
を
維
持
す
る

た
め
の
、
輸
出
調
整
料
徴
収
と
輸
入
補
償
金
交
付
と
い
う
制
度
は
、
四
三
年
度
の
為
交
会
計
の
制
定
に
よ
り
、
財
政
的
に
格
段
の
充
実
を

み
た
。
そ
れ
は
四
三
年
七
月
に
開
業
し
た
交
易
営
団
と
そ
の
他
の
貿
易
統
制
機
関
の
整
備
に
よ
り
、
そ
の
貿
易
実
務
面
で
の
調
整
機
能
が

補
強
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
為
交
会
計
の
出
現
は
、
関
内
物
価
騰
貴
の
放
任
の
中
で
の
貿
易
の
確
保
策
の
選
択
を
意
味
す
る
。
こ

の
政
策
体
系
は
、
日
本
円
日
連
銀
券
か
っ
日
本
円
一
八
円
リ
儲
備
券
一

O
O円
と
い
う
固
定
相
場
護
持
策
と
基
本
的
に
背
馳
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
為
交
会
計
設
置
に
よ
り
、
実
質
的
な
固
定
相
場
の
修
正
と
そ
の
追
認
へ
と
、
更
に
大
き
く
歩
を
進
め
た
こ
と
に
な

る
。
大
蔵
省
内
で
も
固
定
相
場
護
持
を
め
ぐ
り
、
為
交
会
設
置
前
か
ら
、
占
領
地
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
軍
事
費
の
急
増
と
い
う
財
政
的
困
難

等
か
ら
発
し
、
為
替
切
下
論
と
護
持
論
と
が
闘
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
為
交
会
計
設
置
も
そ
の
決
着
と
な
ら
ず
、
外
資
金
庫
設
置
に
進

む
。
し
か
し
敗
戦
直
前
に
は
、
為
交
会
計
は
軍
事
送
金
補
填
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
外
資
金
庫
の
財
源
供
給
制
度
に
堕
し
、
戦
時
下
実
質

易
の
衰
退
の
中
で
、
貿
易
調
整
機
能
を
不
要
に
し
つ
つ
、
敗
戦
と
と
も
に
そ
の
任
務
を
基
本
的
に
終
了
し
た
。

し
か
し
四
六
年
度
予
算
が
編
成
さ
れ
る
。
四
五
年
八
月
に
敗
戦
を
迎
え
た
時
点
で
、
四
半
期
遅
れ
で
調
整
料
徴
収
と
補
償
金
支
払
を
お

こ
な
う
た
め
、
少
く
と
も
通
常
で
第
三
・
四
半
期
末
ま
で
特
別
会
計
の
調
整
料
収
入
と
補
償
金
支
払
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も

敗
戦
に
よ
る
混
乱
が
加
重
さ
れ
た
た
め
に
、
交
易
営
団
等
の
貿
易
統
制
機
関
と
の
精
算
的
受
払
が
続
く
。
そ
の
た
め
も
あ
り
、
為
交
会
計

は
四
六
年
度
も
存
続
す
る
。
た
だ
し
四
五
年
一
二
月
の
衆
院
解
散
等
に
よ
り
四
六
年
度
予
算
編
成
は
大
幅
に
遅
れ
、
四
六
年
九
月
二
一
日

為
替
交
易
調
整
特
別
会
計
の
設
置
と
運
用

二
二
七
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二
二
八

に
改
訂
予
算
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
歳
入
予
算
は
寄
付
金
・
納
付
金
各
一
百
万
円
、
借
入
金
五
二
九
百
万
円
で
、
納
付
金
、
寄
付
金
は
精

算
的
歳
入
の
た
め
少
額
で
あ
る
(
表

4
Y
借
入
金
は
価
格
差
損
と
正
金
為
替
差
損
補
填
の
た
め
で
あ
る
。
歳
出
予
算
は
借
入
金
利
子
の
国

債
整
理
基
金
へ
の
繰
入
三
一
百
万
円
の
他
に
、
貿
易
資
金
運
用
手
数
料
支
出
二
七
八
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
貿
易
資
金
は
「
貿
易
資

金
ノ
設
置
ニ
関
ス
ル
法
律
」
ハ
四
五
年
二
一
月
二
二
日
法
律
第
五
三
号
〉
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
そ
の
運
用
益
や
事
務
費
は
為
交
会
計
で
経
理
さ

れ
る
と
し
た
。
同
資
金
は
占
領
下
国
営
貿
易
の
対
内
的
支
払
を
担
当
し
た
。
こ
の
原
資
と
し
て
既
述
の
四
四
年
度
為
交
会
計
決
算
剰
余
金

五
O
百
万
円
が
充
当
さ
れ
た
。
為
交
会
計
は
そ
の
設
置
法
上
基
金
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
貿
易
資
金
新
設
に
よ
り
、
為
交
会
計

が
そ
れ
ま
で
任
っ
て
き
た
業
務
は
実
質
的
に
貿
易
資
金
に
引
継
が
れ
る
。
し
か
む
貿
易
資
金
特
別
会
計
(
四
六
年
二
月
三
二
日
法
律
第
五

自
民
す
)

の
新
設
の
た
め
、
貿
易
資
金
の
運
用
上
の
収
支
は
貿
易
資
金
特
別
会
計
が
経
理
す
る
に
転
じ
、
為
究
会
計
と
貿
易
資
念
と
の
聞
の

収
支
は
な
い
ま
ま
、
為
交
会
計
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
。
為
交
会
計
は
「
公
償
金
特
別
会
計
法
外
四
法
律
の
蕗
止
等
に
関
す
る
法
律
」

(
四
七
年
三
月
三
一
日
公
布
法
律
第
四
二
号
)
で
、
四
一
年
度
を
以
て
廃
止
さ
れ
、
そ
の
権
利
義
務
は
一
般
会
計
に
承
継
さ
れ
た
。

(

l

)

前
掲
『
覚
書
終
戦
財
政
始
末
』
川
「
終
戦
と
軍
事
借
入
金
の
弁
済
」
、
一
四
八

l
六
三
頁
@

(

2

)

項
目
の
説
明
は
大
蔵
省
「
昭
和
二
一
年
度
為
替
交
替
調
整
特
別
会
計
歳
入
予
算
械
計
書
」
(
日
付
な
し
)
(
大
蔵
省
資
料
Y
前
掲

史
ー
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
|
』
川
「
歳
計
川
」
も
参
照
。

『
昭
和
財
政


